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序

この報告書は、一般県道目木大庭線改築に伴い平成14年度に発掘調査を実施した
といがはないせき

樋ヶ鼻遺跡の発掘調査報告書です。

調査地は、岡山県が中• 四国を含めた広域物流拠点として整備を行った、真庭産

業団地に隣接しています。この真庭産業団地建設に先立ち、岡山県教育委員会は平

成6,...._, 8 年度に旦山遺跡・惣台遺跡・野辺張遺跡・先旦山遺跡・旦山古墳群• 奥田

古墳•水神ヶ鮒遺跡の発掘調査を実施し、その成果は『岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告136』に収載しているところです。また、平成12年にも、関連の造成工事に先

立ち、旦山遺跡の確認•立会調査を実施し、『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告161 』

として刊行しています。

さて、今回の調査では、弥生時代中期～後期の集落跡や古墳時代後期の小竪穴式

石室• 土堀亭、近世塵などが見つかり、多くの成果をあげました。なかでも、弥生

時代中期後半～後期前半の集落跡は、竪穴住居か密集して連続的に建て替えられて

いることなどが判明し、これは、竪穴住居の変遷や同時存在の位置関係と存続期間

など、集落の構造を考えるうえでの数少ない良好な資料となりました。また、その

うちの後期の焼失住屈は、上屋の炭化材の残りが良好なうえ、床面からは炭化した

ダイズ・アズキ・コメなどが採取されていて、当時の住居構造の解明だけでなく、

生業や食生活を知る手がかりとしても注目されます。

これらの成果を収載いたしましたこの報告書が、文化財の保護・保存ならびに歴

史研究の基礎資料としてお役にたてれば、幸甚に存じます。

発掘調査および報告書作成にあたって、岡山県真庭地方振興局建設部、久世町教

育委員会、ならびに地元の関係各位から、温かい御理解と多大な御協力を賜りまし

た。記して厚く御礼申し上げます。

平成16月3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長正岡睦夫
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本書は、一般県道目木大庭線改築に伴い、岡山県教育委員会が真庭地方振興局建設部の依頓を受
しし，かばないせき

け、岡山県古代吉備文化財センターか発掘調査を実施した樋ヶ鼻遺跡の調査報告書である。

樋ヶ鼻遺跡は、真庭郡久世町中原樋ヶ鼻799ほかに所在する。

試掘調査は平成13年度に大橋雅也、全面調査は平成14年度に福田正継•物部茂樹・米田克彦か

担当して実施した。調査面積は、試掘調査が300m'、全面調査が2,280m'である。

本書の作成は、平成15年度に岡山県古代吉備文化財センターにおいて米田か担当した。

本書の執筆は、協議を担当した松本和男、試掘調査担当の大橋、全面調査担当の福田・物部・米

田か分担し、文貴は各項目あるいは遺構ごとの文末に示した。

本書の編集は米田か行った。

出土遺物の鑑定• 分析は次の専門家に依頼し、有益な成果報告をいただくとともに、多くの御教

示と御指導を賜った。記して深謝する次第である。

• 石器石材の鑑定

•炭化穀物種子の同定

• 黒漆様樹脂の分析

妹尾 護（倉敷芸術科学大学国際教養学部教授）

小西猛朗（元九州大学農学部教授）

椿坂恭代（札幌国際大学博物館客員研究員）

北野信彦（くらしき作陽大学食文化学部助教授）
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本書に使用した遺物の実測や実測図の浄写、遺構図の浄写等は、報告書作成担当の米田とその指

導のもとに整理作業員が行った。

遺構写真については調査員が撮影したが、空中写真は有限会社アール・シー・スカイワークに委

託した。また、遺物・炭化穀物種子の写真については、江尻泰幸氏の協カ・援助を得た。

10 本書に関連する出土遺物および図面・写真・マイクロフィルム等は、岡山県古代吉備文化財セン

ター（岡山市四花尻1325-3)に保管している。



凡例

1 本書に用いた高度値は海抜昌であり、方位は平面直角座標V系（日本測地系）の座標北である。

また第 7図に記載した国士座標値は日本測地系に準拠しているか、世界測地系の座標値も一部に併

記している。

2 本書掲載の遺構およひ遺物実測図の縮尺については明記してあるが、おもなものについて次のよ

うに統一している。

遺構

竪穴住店・段状遺構 (1/80) 土塙• 墓 (1/40) 溝 (1/80)

遺物

土器 (1/4) 土製品 (1/3) 石器•石製品 (1/2• 1/3• 1/8) 

金属製品 (1/2• 1/3) 玉類 (1/1)

3 遺構全体図のなかで各遺構名を表示しきれない場合、次のように省略している。

竪穴住居→ 住 段状遺構→ 段 土堀→ 土

4 竪穴住居と段状遺構の断面図に記した高度値は、複数の高度値がある場合を除き、 1か所の表記

としている。

5 本書に掲載した遺物の番号については、土器、土製品、石器• 石製品、金属製品、木製品に分け

て通し番号をつけ、土器以外については、次のアルファベットを番号の前に付している。

土製品： C 石器•石製品： S 金属製品： M ガラス製品： G 木製品： W 

6 本書に掲載した土器のうちで中軸線の両側に白抜きのあるものは、 D径が全体の1/6以下のため

に口径か不確実なものである。

7 本書記載の遺構図中の被熱範囲等に付したトーンなどは、韮本的に次のとおりに統一している。

被熱・焼土面

:・t::-:。さふ茎蕊芯恐

焼士塊~ 炭
（トーン内の点線は弥い被熱によって硬化した範囲を示す）

炭化穀物種子II 
8 本書における土層名称は、基本的に各調査担当者の表記方法に従っている。

9 本書に掲載した第 5図は、久世町発行の「久世町全図No.2」(1/10,000)を複製し、加筆・縮尺

改変したものである。

10 本書の第 2章については、岡山県教育委員会が1999年に発行した『岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告』 136の「第 2章」を一部修正のうえ再録した。

11 本書に用いた遺構・遺物の時代区分については、一般的な政治史区分に準拠したが、それを補う

ために文化史区分• 世紀を併用している。弥生時代から古墳時代の時期区分は、岡山県教育委員会

か1995年に発行した「津寺遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 98の土器編年に崖づいてい

るか、一部は『堂の前遺跡』（美甘村教育委員会 1989年）を参照した。なお、古墳時代は 7世紀

前半まで、古代は 7世紀後半から12世紀巾頃とし、中世は12世紀後半から16世紀中頃を指し、近世

は16世紀後半以降と捉えている。
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1 サヌカイト製石器

2 黒曜石製石器

3 サヌカイト剥片（竪穴住居10)

4 太型蛤刃石斧の未・完成品

図版17

1 扁半片刃凸斧の木・完成品

2 摩製石包丁の未・完成品

図版18

1 砥石

2 その他の石製品

3 モモ種子

4 弥生時代の鉄船

図版19

1 1号墳出十十器

2 墓 1・2出十十器

3 墓 5・8・9出土遺物

4 古代以降の遺物

図版20

竪穴住居11出上の炭化穀物種子



第 1節調査に至る経緯

第 1章調在の経緯と経過

第 1節調査に至る経緯

(1)試掘調杏に至る経緯

岡山県真庭地方振巽局建設部（以下、真庭局）は、真

庭栢業団地への西側進人道路整備のため、緊急地方道

路整備事業として「一般県道目木大庭線」の特殊改良

工事を計画し、平成12年 3月15日に岡山県教育委員会

文化課（以下、文化課）に久世町中原・三崎地内の埋蔵

文化財の有無について照会を行った。文化課は、この

計画予定地が従前から周知された埋蔵文化財包蔵地で

はないものの、近隣に「惣台遺跡」か所在することか

ら、事業予定地内に埋蔵文化財か包蔵されていること

が予想されるため、試掘調査の必要かある旨を 3月24

日に回答した。この回答を受けて真庭局は、文化課に

対して試掘調査の依頼を 3月28日に提出した。
第 1図久世町位置図 (1/2,000,000)
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第 1章調査の経緯と経過

試掘調査依顆を受けた文化課は、事菓予定地の現況が山林であるため、翌年の平成13年 4月12日に

真庭局と現地確認ならびに調査実施にあたっての条件整備等の協議を行った。 5月22日には現地にお

いて、文化課、真庭局と調責実施機関である岡山県古代吉備文化財センター（以下、センター）の三者

で6月18日からの試掘調査に向けての最終的な調査条件整備の確認を行った。 （松本和男）

(2)試掘調森とその後の経過

試掘調査は、平成13年度国庫補助事業の一つとして、センターが平成13年 6月18日から 7月2日に

かけて実施した。天候等のため、実質の現場作菓は 9日間である。調査は、北西に突出する丘陵部の

標高180m付近のやや平坦になる箇所を中心に、等高線に直交するようにTl-T7の計 7本の幅 2

mのトレンチを設定し、重機による表土掘削の後、遺構・遺物の有無の把握に努めた（第 3図）。

調査の結果、遺構は主にT2• T 3の南半を中心に検出された。この試掘調査時に認識された遺構

は、重複した竪穴住居 7軒以上、土堀 6枯などである。これらの遺構は、本発掘調査によって第 7図

に示すように全容が把握されている。また、 T3の北半部では広い範囲で竪穴住居の遺構埋土と考え

た黒褐色土が厚く堆積しており、重複した遺構が良好に遺存していることが想定された。各トレンチ

からの出土遺物は、主に弥生時代中期後半から後期にかけての弥生土器であり、検出されたこれらの

遺構の時期を示すものと考えられた。また、少量ではあるが 6世紀代の須恵器、中世の土師器も出土

していることから、遺構を限定できなかったものの、この時期のものも存在する可能性が高いと推測

された。このはか、調査前の間き取りやT2の状況から、 Tl-T2付近において近世築か広かるこ

とも推測された。

以上のことから、この丘陵上では、隣

接する惣台遺跡と同様、弥生時代中期か

ら後期の集落が展開し、その後も古墳時

代から中近世の遺構か営まれた可能性か

高いと判断された。

新規発見されたこの遺跡は、小字名か

ら樋ヶ鼻逍跡と名称され、センターから

平成13年 7月5日付けで「試掘調査の報

告Jが提出された。この報告の内容を受

け、文化課は事業担当の真庭局と度重な

る協議を行い、設計変更の困難な遺構が

広がる丘陵部2,280m'を調査対象とし、

平成14年度上半期に本発掘調査を行うこ三三／言□三
l黄色上（表上） 2褐色上 3賠褐色上 ({t居16)

182.5m 

0 10m 一第4図 T1•4-6 断面 (1/500)

とに合意した。なお、文化財保護法第57

条の 3に基づく「埋蔵文化財発掘の通知J

は真庭局から平成13年8月24日付で提出

され、平成13年 9月11日付教文埋第714

号で県教育委員会から発掘調査の指示か

出されている。 （大橋雅也）
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第2節調査の経過

第 2節調杏の経過

平成13年度の試掘調査の成果を受け、 2,280面を対象に発掘調査を実施することとなったため、平

成14年4月1日付けで文化財保護法第58条の 2に韮づく 9埋蔵文化財発掘調査の報告」を提出し、 4

月8日からセンター職員 3名か調査にあたった。発掘調査は菫機で表土を除去した後、人力で逍構の

検出・掘り下げを行い、随時、遺構の実測・写真撮影を行った。調査の進展に伴い、予想もしなかっ

た古墳石室の発見や、弥生時代の遺構密度か濃厚で、竪穴住居が複雑に重なり合っていることも判明

し、調査は困難を極めた。しかし、最終的に多大な成果か得られ、 9月21日には現地説明会を開催し、

県全域から約170名が来跡した。発掘調査は 9月26日に終了し、 9月27日付けで勝山警察署長あてに

文化財保護法第59条の 2に枯づく「埋蔵文化財発見通知」を提出した。成果として、弥生時代中～後

期の集落跡、古墳時代の蝸、近世墓を確認し、遺構総数92、遺物箱数58を数える。 （米田克彦）

第 3節報告書作成の経緯

報告書作成は、平成15年4月1日から12月31日までの期間、センターにおいて調査員 1名が実施し

た。遺物整理は、洗浄・注記を調査終了までに完了していたため、土器の復元、石製品・金属製品の

抽出から始め、実測・写真撮影を随時行った。遺物の実測は主に整理作業員、実測の一部・浄写は調

査員が行い、遺物整理台帳も併せて作成した。遺構の図面整理・下図の作成は調査員、浄写は調査員

の指導のもと整理作業員が行った。報告書には竪穴住居35軒、段状遣構8悲、土塙21基、溝 5条、古

墳時代の小竪穴式石室 1基、土堀墓3悲、近世墓9基など、調査で確認した全遺構をほば収載できた。

遺物は土器519点、土製品 4点、石製品98点、金属製品23点、玉類 7点を掲載した。また、石器石材

の鑑定、炭化穀物種子の同定、黒漆様樹脂の分析を専門家に依頻した。報告書の構成は各時代で遺構

別に配したか、弥生時代の竪穴住居・段状遺構は各群ごとにまとめて掲載している。 （米田）

第4節 調査および報告書作成の体制

平成13年度 (2001年度）

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

課長

課長代理（埋蔵文化財係長）松本和男

課長代理

主任

藤井守雄

奥山修司

岡山県古代吉備文化財センター

州長 正岡睦夫

宮野正司 次 長 能登原巧

＜総務課＞

國貞忠克 課 長 安西正則

総務係長 田中秀樹

松井英冶 主 任 小坂文男

く調査第一課＞

課長

課長補佐（第一係長）

文化財保護主査

高畑知功

平井泰男

大橋雅也（試掘担当）
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第 1章調査の経緯と経過

平成14年度 (2002年度）

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

課長

宮野正司

三浦―男

西山猛

平成15年度 (2003年度）

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化財課

課長

宮野正司

三浦―男

西山猛

課長代理（埋蔵文化財係長）松本和男

課長代理

文化財保護主任

主事

宮田正彦

尾上元規

浜原浩司

課長代理 田村啓介

課長補佐（埋薮文化財係長）平井泰男

文化財保護主任

主事

尾上元規

浜原浩司

岡山県古代吉備文化財センター 岡山県古代吉備文化財センター

所 長 正岡睦夫 所 長 正岡睦夫

次 長 藤川洋二 次 長 藤川洋二

＜絲怠秒昇果＞ 文化財保護参事 松本和男

課 長 安西正則 ＜絲令矛各信果＞

課長補佐（総務係長） 田中秀樹 課 長 中田哲雄

主 任 小坂文男 課長補佐（総務係長） 笏本弘忠

く調査第二課＞ 主 任 小坂文男

諜 長 伊藤 晃 く調査第二課＞

課長補佐（第一係長） 巾野雅芙 課 長 伊藤 晃

文化財保護主幹 揺田正継（調査担当） 課長補佐（第二係長） 江見正己

文化財保護主事 物部茂樹（調査担当） 文化財保護主事 米田克彦（報告書担当）

文化財保護主事 米田克彦（調査担当）

調査・報告書作成協力者

家田i享ー（佐賀県立博物館）、池上 博（久世町教育委員会）、白石 純（岡山理科大学自然科学

研究所）、村上恭通（愛媛大学）、船津昭雄（久世町文化財保護審議会委員）

第5節 H誌抄

平成13年 (2001年）

6月18日（月） 試掘調査開始

7月2日（月） 試掘調査終了

平成14年 (2002年）

4月 1日（月） 発掘調査準備

4月8日（月） 発掘資材掲人、発掘調査開始

9月18日（火） ラジコンヘリによる空撮

9月21日（土） 現地説明会（参加者約170名）

9月25日（水） 発掘資材搬出

9月26日（木） 発掘調査終了

平成15年 (2003年）

4月 1日（火） 報告書作成・遺物整理開始

12月31日（水） 報告書作成・遺物整理終了
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第 1節 地王甲的環境

第2猷地理的・歴史的環境

第 1節地理的環境

岡山県真庭郡久世町は、 JR姫新線や中国自動車道が建設された津山から新見にかけて連なる盆地

列のほぼ中央に位置する山間部の町で、周囲に湯原、勝山、落合、久米、鏡野の各町と富村か境を接

している。現在の町域は昭和30年に確定したもので、旧久世町と芙和村の合併による面積75.12km' 

を測るが、その81%は山林である。この地域の気候は比較的温暖で雪は少なく、台風や地震などの自

然災害もほとんどない。

久世町の地形は、旭川とその支流である日木川か形成した沖積平野を中心に、北は中国山地、南は

吉備高原の一部が含まれる。北部の中国山地は高くて急峻で、町内の最高所である三坂山の標高903

mを筆頭に、揺鉢山で897mに逹し、その南面は多くの深い谷が入り込んでいる。急峻な山地の麓に

は、標高200~300mの低い山地または丘陵が横たわり、沖積平野との境をなしている。一方、沖積平

野は極めて平坦となっており、久世町の中心地として商工業の集積が進んでいる。

ここで、久世町全域の地理的環境をもう少し細かく理解するために、町内を流れる大小の河川の流

路を上流に向かって辿りながら、周辺の地形を概観してみたい。

久世と勝山の町境から目木川の合流地を経て落合町に至る範囲の旭川は、川幅が広くて緩やかな曲

線を描きながらゆったりと流れるが、上流の勝山町以北では川輻が極端に狭くなって流路か屈曲し、

全般にわたって深い谷地形を形成している。

旭川と目木川が合流する中島の地点から、北東方向に向かって目木川を約 3kmほど遡ると、東方向

の前方に笹向山から北北西の方向に突き出した山塊を望むことかできる。ここは久世と落合の町境に

なる丘陵が、沖積平野の方向へ舌状に張り出しているため、目木川の流れを妨けることになり、その

上流の流路が緩やかに湾曲して川幅を広くし、丘陵に囲まれた沖積地に水田を形成している。一方、

日を西方向に転ずれば、砥石山の麓から南方向に張り出した長くて広い台地が存在し、その先端部分
たし、かなや

に久世中学校がある。この台金屋を中心に東の目木から西の鍋屋まで続く台地は、旭川や日木）iiの流

域に所在する沖積平野を目前にし、眼下の水田面から低い地形になっている。

旭川の左岸に位置する久但町久世の旭町と下町の境界地点には、元町で合流した三坂）iiと小谷川が

北方向から流人している。三坂山山麓の三坂）iiと小谷川に挟まれた地域は、上面が平坦で低い丘陵が

所在する。さらに小谷川の上流や右岸の宮芝グラウンド周辺にも、旭川流域の沖積平野に面した緩斜

面が認められる。

旭川右岸には主要な河川かなく、横畝川などの小河川が旭川に向かって北流するか、水源からの距

離が極めて短く、落合町との境界に位置する急峻な山の麓が、旭）11の河原になっている。

このような地形である久世町の地理的環境から遺跡の立地条件を推定すれは、旭川と目木川に挟ま

れた目木から台金屋を経て鍋屋に至る台地上か最も良好で、目木）11の左岸に位置する真庭産業団地の

南区域周辺がそれに続き、旭川の右岸地域は良くないと思われる。 （福田正継）

La 



第 2章 地押的・歴史的環境

第 2節 歴史的環境

久世町に人間が最初に足を踏み人れたのは、縄文時代早期に遡ると推定される。その傍証となる最

古の遺物は、楕円や格子目の押型文を有する縄文土器で、上野遺跡、大旦遺跡、薬王寺裏山遺跡、長
(4) 

光寺山遺跡で出土している。上野遺跡では前期になっても人間が活動した痕跡か認められ、爪形文や

貝殻条痕文の土器が採集されている。中期には目木川上流の江森遺跡が知られるだけであるか、後期
(6) 

になると上述の上野遺跡をはじめ、三坂川流域の三栄神社裏山遺跡や小谷川流域の宮芝遺跡で、磨消

縄文を有する土器が出土している。上野遺跡では土塙か検出され、外反したD縁端部の上部外面に縄

文帯か存在し、頸部は無文で胴部の縄文との境界部分に 1条の沈線を巡らせるものや、頸部からD縁

1
2
3
4
5
6
7
8
 

多田古墳群

蛇ノ尾古墳群

長光寺古墳群

新池古墳群

大日遺跡

五反 1c; 墳
石反j発寺
五反遺跡

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
 

細シ遺跡

多田須遺跡

西口遺跡

戸坂 1号墳
戸坂 2号墳
戸坂遺跡

上ノ山迫跡

（経塚）

17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

引犀放逍跡

金犀古墳群

日木埋没条理

日木梱

木谷古墳群

木谷遺跡

宮ノ川L占墳群
惣田遺跡

2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
 

大内原古墳群

巾原古墳群

（古墳賠）

水神ヶ 11谷遺跡
銅々古墳

澳田古墳

先旦山追跡

日山遺跡

3
3
3
4
祁

3
6
3
7
*

旦山古墳群

野辺伽遺跡

惣台遺跡

三崎古培群

篠向城跡

樋ヶ鼻遺跡

第5図 樋ヶ鼻遺跡と周辺遺跡分布図 (1/20,000)
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第 2節歴史的環境

部にかけて外反し、内外面にヘナタリによる条痕が認められるものなどの彦崎KII式と思われる土器

とともに、石鍬 3本と叩き石や石錘が共伴した。さらに椀形土器の完形品が出土した落とし穴も存在
(8) (9) 

した。晩期の遺物として五反遺跡の鉢形土器が古くから知られていたが、真庭産業団地の建設に伴っ
(10) 

て発掘調査が実施された旦山遺跡で、 65基にもおよぶ落とし穴が検出され、突帯文士器が出現する直
(11) 

前の資料として顕著な、谷尻遺跡のNo.130土堺内から出土した一括土器に酷似した 3点の深鉢形土器

の破片が出土した。この土器片か出土した落とし穴は、平面形が楕円形または長方形になって埋土は

火山灰が風化した腐植土の「黒ポコ」で、底部に逆茂木を埋め込む深い柱穴状の穴が存在した。平面

形が円形を呈して埋土が黒ホコの下層に堆栢している「灰色火山灰」で、底部か尖り底になって柱穴

状の穴がないものも認められた。この 2種類のタイプの落とし穴は、前者が33晶、後者が24基、どち

らのタイプにも属さないものか 8枯となっていた。旦山遺跡では、 2か所の地点で 2種類のタイプの

落とし穴か切り合っているのか確認され、どちらも前者が後者を切っていたので、前者が新しくて後

者が古いことが判明したが、後者がどれほど古く遡るのか、遺物か何も出土しなかったので分からな

い状況である。

弥生時代になると、前述の五反遺跡から前期後葉の壺形土器や甕形土器が出土しており、北西方向

に位置する現在の久世中学校運動場南端付近の畑では、多量のサヌカイトの細片とともに中期中葉の
(12) 

甕形土器の破片も採集されている。さらに北方向の大旦遺跡では、瓦粘土採士巾に後期前薬の貯蔵穴
(i:J) (Ml 

が9基も発見され、竪穴住居か検出された。この五反地区から大旦地区にかけては低丘陵上に広大な

緩斜面か展開し、旭川と目木川によって形成された沖積平野を背景に、前期後葉から継続して集浴を
(15) 

拡大するだけの立地条件が備わっており、久世町における一大拠点集落跡が所在すると考えられる。

一方、中期後葉から後期前葉にかけては、集落跡と思われる遣跡が急激に増大する。目木川の流域の
(16) (17) (18) 

左岸には、上野遺跡や木谷遺跡だけでなく、樋ヶ鼻遺跡と近接した惣台遺跡、野辺張遺跡、先旦山遺
(19) 

跡、旦山遺跡などが存在する。 卜野遺跡と旦山遺跡は低丘陵ヒに所在する遺跡で、竪穴住居や貯蔵穴

か数多く存在して遺跡の規模も大きいか、残る 4遺跡は丘陵の斜面などの狭い場所に立地し、遺跡の

規模そのものは小さい。先旦山遺跡では、丘陵の頂部に見張り台と思われる 1軒の大形竪穴住居が存

在し、低位部に周囲を溝で囲まれた竪穴住居群を検出した。この溝内の竪穴住居群を出土した土器か

ら推定すると、 1軒もしくは 2軒の竪穴住居が、少しずつ場所を変えなから建て続けられたと考えら

れた。惣台遺跡や野辺張遺跡でも同時期に存在した竪穴住居は、せいぜい 1軒か 2軒だったと思われ

る。弥生時代の墳墓は不明であったか、平成12年に真庭産業団地で地滑り災害が発生する恐れが生じ、
(20) 

旦山遺跡の応急的な発掘調査か実施され、後期後葉に属する 5枯の土塙墓か検出された。
(21) 

古墳時代になると古墳が数多く築造されるか、久世町内の前方後円墳は惣古墳群のアタゴ山 5号墳
(22) 

と堂ノ旦 1号墳だけで、どちらも規模が小さい。また樋ヶ鼻遣跡の北方向に位置し、国道181号北側
(23) 

の目木川に向かって舌状に張り出した丘陵上には、宮ノ tlJL1号墳という前方後円墳か所在するが、現

地踏査を行った結果では、 2基の方墳か連なっているのかもしれないという印象をもった。 5世紀巾
(24) (2fi) 

葉になると造墓活動か活発になり、中原古墳群や旦山古墳群のように低平な墳丘を有する方墳や円墳

が丘陵の尾根上に数多く築造される。両古墳群の埋葬施設はほとんどか箱式石棺であるが、木棺直葬
(26) 

のものも蛇ノ尾3号墳や初岡孵卵場敷地内古墳などであり、比較的古い須恵器か数点出土している。

さらに後期になると町内各所に群集墳か形成され、埋葬施設が横穴式石室の古墳が出現する。大正時
(27) 

代に発掘された富尾古墳群中の丸山12号墳（小倉見古墳）からは、環頭柄頭か出土して注目され、木
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(28) 

谷古墳群の11号墳では、装飾付脚付子持壺やトンホ玉を含む多量の遺物が存在した。また石室内に陶

棺が人れられていた古墳も多く、ゴマガ軋古墳、木谷 4• 5 号墳、小谷 2• 6号墳などが知られてい
(29) 

る。古培時代の集落跡は、古式土師器が多く出土して竪穴住居も確認された宮芝遺跡か、古培時代初
(30) 

期の遺跡として著名である。昭相36年の道路工事中に古代の須恵器が士師器の高杯とともに発見され
(31) 

た鍋屋遺跡も知られているが、竪穴住居などの遺構は確認されていない。平成7年の真庭産業団地の

建設に伴う発掘調査で、惣台遺跡と先旦山遺跡から竪穴住居や掘立柱建物が検出され、古墳時代後期
c:12J 

の小規模な集落の様子を知ることができた。
GJ:ll 

7世紀中菜の白鳳時代になると、五反廃寺が造営される。この寺は大庭郡大庭郷にあり、造営氏族

として大庭臣が考えられる。この大庭臣は『続日本紀』天平神護 2年(766)条に、「美作国人従八位下

白猪臣大足賜姓大庭臣Jとあり、美作国人白猪臣大足か大庭臣を賜姓されたことが分かる。そして吉

備での「白猪」は白猪屯倉との関係か推察され、 555年の白猪屯倉設置に伴い大和政権から派遣され
(34) 

た白猪史氏に関わるものと推察される。なお東西方向に所在する出雲街道を挟んで北東の地点には、
(3,,J 

10数点の墨書土器とともに陶製円面硯や獣足壺の脚部が出土した、郡術推定地の西口遺跡が存在する。
(:16) 

奈良時代や平安時代の古代の遺物は、大旦遺跡や先旦山遺跡でも採集されているが、旦山遺跡では 2
(37) (38) 

棟の掘立柱建物が検出された。また特異な遺構として、 4崖の火葬墓が発見された上野火葬墓や上口
（合9) (10) 

地区と富尾地区の経塚がある。なお整然と条里制地割が残されている目木条里は、施行の時期につい

て大化前代から平安時代まで各説があったが、発掘調査を実施した結果、鎌倉時代以降のものである

ことが判明した。

中世になると、発掘調査によって検出された遺構や出土した遺物は、極端に少なくなる。旦山遺跡

では、地形の高い部分に溝が巡らされた 2棟の大形掘立柱建物が存在し、青磁碗の破片や宋銭が確認

され、離れた位岡に土師質の小皿が伴う小形掘立柱建物も検出された。また土堀は 6括あり、中国製
(11) 

の古銭か14枚も見つかった小規模で浅い円形のものや、炭の人った方形のものも認められた。確実に

中但に属する墳墓は巾原古墳群の 4悲だけで、土器を石で囲っただけのものや多くの人頭大から拳大
(12) 

の割り石に覆われたものか存在した。中世か近世か判断できない遺構は、木谷古墳群で数多く検出し
C43) cm 

た土堀墓群かある。樋ヶ鼻遺跡の南西方向に位置する山頂には、篠向城か築造されている。岩屋城や

高田城とともに芙作西部の拠点的山城で、その縄張りは広大かつ複雑になっており、 t要な 3つの郭、

土塁、堀切、竪堀などで構成されているという。赤松氏と山名氏の美作国守護をめぐる争いの時期で

ある南北朝時代から16世紀初頭にかけては、久世町の山城に関する記録自体がほとんどないのが実態

だか、この篠向城に関しては、天正16年(1361)に当時赤松貞職の居城であった篠向城を山名時氏父子

か攻撃したことや、文亀年間(1501~1503) に山名右近亮が守備する篠向城を三浦氏が攻撃したことな

どが記録に残されている。
(45) 

近世の時期と確認された土欺蛸群は、先旦山遺跡と水神ヶ ilJ谷遺跡で検出され、人骨以外に肥前陶器

の皿、煙管、鋏、毛抜き、数珠玉、寛永通賣などが出土した。後者は、等高線に沿って帯状に列をな

して存在し、上面に墓石が置かれていた。また前者には大形の掘立柱建物があり、近接して便所と思
(16) 

われる 2基の土塙が伴っていた。なお近世の久世で特に著名な人物は、名代官早/11八郎左衛門正紀で

ある。関東地廻代官に転ずるまで天明10年(1787)から享和元年(1801)の14年間に、数多くの遺徳をし

のぶ物語が伝えられている。その久世代官陣屋は、久世河岸から年貢積出しに設けた御蔵の敷地を転
(47) 

用したもので、古図に位置・形・建物か示されているが、発掘調査は行われていない。 （福田）
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第 3章発掘調査の概要

第3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概要

樋ヶ鼻遺跡は久世町中原樋ヶ鼻799ほかに所在し、現在の大字中原と三崎の境にあたる。遺跡は丘

陵先端部に立地し、調査区の南東方向は急斜面で標高400m前後の山塊か連なる。またH木JIIが北か

ら西へ湾流する部分にあたり、遺跡か立地する丘陵先端部は周辺では最も目木JIIの方へ突き出ており、

目木・台金屋に広がる小平野を眺望できる環境にある。

遺跡の地形は、南東から北西に下る緩斜面を有し、調査区の南と北にそれぞれ岩盤（黒色片岩）が

露呈し、それらの岩盤の間は小さな谷部を形成

していた。そしてその小さな谷部にはバイラン

土が堆積し、それが遺跡の韮盤層となっていた。

第 7図断面の第 1層の表土と第 3層の褐色土

（腐植士）を除去すると、岩盤・韮盤屑となり、

この上面か遺構検出面となる。調査地は、海抜

高180m前後であり、平野部との比高差は約30

mである。調青対象面積は2,280面であるか、

調査地周辺は崖面であったため、実際に調査で

きた範囲は約1,500nfほどである。

今回の調青で確認した遺構の種別は、弥生時

代中期後半～後期巾葉の集落跡、古墳時代後期

A
 

B 180m 

1 黄褐色上（基盤悟）

2 黒褐色土（枯盤層）

3 笛色土（基盤層）

＇メ 4 黒色片岩（岩盤）

D 180m 

F 180m 

0
』
● 呼"

第6図基盤層の地質概略図 (1/600)

の小竪穴式石室•土塙墓、中世の段状遺構、近

世墓などである（第 7図）。

弥生時代の遺構は確認数が多く、調査区の全

体で認められた。ただ弥生時代の竪穴住居・段

状遺構は、強固な岩盤上には認められず、小さ

な谷部に堆積した基盤層、もしくは調査区南側

の風化した岩盤上に集中しており、弥生時代の

遺構配置が地形・地質に規制されていたと考え

られる（第 6図）。

古墳時代以降は基本的に墓域に利用されてい

る。古墳時代の遺構は、調査区中央部で後期の

小竪穴式石室をもつ古墳 l基、土塙墓 3基など

を確認した。近世墓は 9悲を検出し、調査区の

東側に整然と配置されていた。 （米田）
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黄色十．（表＋．）

灰褐色土

19 

褐色土

20 

褐色土

21 

賠黄渇色上

22 

茎 1(古培、期）
23 

暗化色.1.
24 

（占ば以降）

褐色十．

25 

（古堵以降）

黒色土

26 

（弥生後期）

畷 '((1居15
27 

柱穴
（弥牛後期） 28 

堅穴Ii居11 (弥牛•国）
29 

段状遺構2
30 

（弥生中期）

段状逍構 1
31 

黒喝色十．
（弥生中朋か） 32 

段状造構3
33 
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

(1)概要

弥生時代の遺構は本遺跡において遺構数か最も多く、その配置は調査区全体にわたっている。調査

区周辺の地形を考慮すると、調査区の南東方向の斜面上方に集落が続く可能性も否定できないが、そ

の斜面が比較的急峻であることから、弥生時代の集落範囲は調査区内にほば収まると考える。

今回の調査で確認した弥生時代の遺構は、円形の竪穴住居24軒、長方形の竪穴住居11軒、段状遺構

8犀、土壊21基、溝 5条、被熱面 1のほか、柱穴108個である。時期別に各遺構数をあけると、弥生

時代中期後半は竪穴住居23軒のうち円形13軒•長方形10軒（うち 2 軒は後期前葉以前）、段状遺構 4

帖、土堀 6 枯、後期初頭から中簗にかけては竪穴住居12軒のうち円形11軒•長方形 1 軒、段状遺構 4

基、土贋 5撃、溝 2条などである。柱穴は強固な岩盤を掘削しているものが多く認められた。

調査区は第 6図に示したように岩盤か南北に存在し、それらに挟まれる小さな谷部に堆積した拮盤

層上に弥生時代の遺構が集中し、地形・地質に制約された遺構配置と言える。特に円形の竪穴住居は、

調査区中央部に密集して複雑に重なり合った状態で確認された。遺構は種別ごとに配置地点がまとまっ

ており、円形の竪穴住居群はA~C群、長方形の竪穴住居・段状遺構は D~F群に大別できる。各群

の併存関係は、中期後葉かA・D群、後期前葉がB・E群、後期中葉かC・F群と捉えている。

次項では、第 8 図のように竪穴住居・段状遺構をA~F群に分け、各群ごとに概説する。 （米田）

0 10m 

第8図 弥生時代の遺構配置・支群区分 (1/400)
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第 3章 発掘調査の概要

(2)竪穴住居・段状遺構

A群（竪穴住居 1-10) (第 9~17図、図版 3)

A群は竪穴住居 1~10、士塙 2~5 のまとまりであり、調査区中央部の東側に位置する。 A群の上

／一

ー

A
 

B 180.2m 

19 

渇灰色上（上堺 2)
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8
9
1
0
且

認

1
3
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I火褐色土（住10)

灰褐色土（住10の中央穴）

黄褐色上（住 8• 9か）

褐色十（炭・黄褐色十塊）

笛褐色土（住 8)

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

缶褐色上 (/t7) 

灰褐色十（住 6)

i褐I火色土（住 5)
賠褐色土（炭多、黄褐色土塊含、什2)

褐色上 Cit1 l 
苗褐I火色十（岩盤腔多、住 1)

面褐I火色土（岩盤礫多、住 1)

。
2m 

第9図 A群（竪穴住居 1-10)① (1/80) 
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F 181.2m 

_Q__ H 179 7m 

冒□
k
 

L 180.4m M 

J 179.7m 

N 180.4m 

l 芯褐色土

2 黄褐色上

3 黒褐色土

4 褐灰色上

褐灰色土

褐灰色上（黄褐色上塊多）

灰褐色土

褐灰色上（黄褐色上塊多、上堀 2)

9 褐色土（土凋 2)

10 灰褐色上 Cl堺 2)

暗褐色土（土堺 2)

12 褐灰色上 Cl堺 3)

13 褐灰色土（笛褐色土塊多、土堺 3)

11 褐色上（上壊 3)

15 灰褐色土（某褐色土塊多、土堀 3)

16 褐色枯質上 C..l堀3)
17 暗褐色土（仕10)

18 灰褐色土（住10)

19 橙色土（住10ー焼土、被熱やや弱）

20 暗褐色土（住10)

21 褐灰色土（炭、岩慇礫多、仕10)

22 灰褐色土（炭多、住10)

23 辺褐色土({土 8・9か）

2•1 灰褐色十（住 6)
25 苗褐灰色土（仕 5)

26 褐色十．（炭多・黄褐色十塊含、住4)

。
2m 

第10図 A群（竪穴住居 1-10)② (1/80) 

層では、 1 号墳の小竪穴式石室が構築されていた。 A群が存在する調査区東側は、 A•C•E群の遺

構群が連続しており、基盤層か確認できないほど遺構が密集しているような状況であった。調査当初

は遺構の存在は確認できたものの、遺構プランが判然としないため、サブトレンチを設定し、遺構埋

土の堆積状況の把握に努めた。第10図のE-F断面では第 7層、第14図のE-F断面では第 2層まで

レンズ状の堆積土を示していた。竪穴住居10の床面付近では、第 9図の C-D断面の第 2・6層、第

10図の E-F 断面の第 8• 12層にみられるような黄褐色土塊（悲盤層土塊）を多く含む埋土が確認で

きたため、床面から 15cm上位で精査を行い、土壊 2~5 を検出・掘削した。土瑞 2~5 完掘後、竪穴

住居の調査を再開し、最新段階の竪穴住居10を完掘し、その床面で竪穴住居 5~9 の壁体溝を検出し

た。また竪穴住居10の南東側では竪穴住居 3• 4の壁体溝、南側では竪穴住居 1・2を確認した。調

査時の土層観察では竪穴住居10が竪穴住居 1~9 より新しく、竪穴住居 4 が竪穴住居 1~3 より新し

く、竪穴住居2は竪穴住居 1より新しいと判断した。これに枯づいて、 A群の遺構変遷を復元したの

が、第11図である。 A群の竪穴住居は床面のレベルが高いものが古く、低いものが新しい傾向にあり、

斜面上方から下方に少しずつ移動しなから竪穴住居を建て替えている。竪穴住居 5~9 は層位的な新

旧関係を捉えることかできなかったが、いずれも想定される床面か竪穴住居10の床面とほぼ同一レベ

ルであることや、竪穴住居10が最大規模であることから、竪穴住居 5~10は拡張傾向にあると捉えた。

また土熾 2~5 は竪穴住居10より層位的に新しいか、出土土器に型式差か認められないことや、竪穴

住居10内に土塙 2~5 が整然と配置されていることから、竪穴住居 1~10の建て替え、土塙 2~5 の

掘削・廃絶は連続的に行われ、いずれも弥生時代巾期後葉の範疇に収まる。 （米田）

15 



第 3章発掘調査の概要

。
10m 

← ：屑位によるIll頁I子、<…:i丘によるII頂I予

第11図 A群（竪穴住居 1-10)変遷 (1/300)

竪穴住居 1 (第 9~13図）

A群の南端に位置し、竪穴住居 2に切

られる。平面形は円形を呈する。規模は

不明であるが、径 5~6m と推定される。

壁体溝は全周しない。柱穴は特定できな

い。出土遣物のうち、弥生時代巾期の甕

1、後期の壺2を図示したが、確実に竪

穴住居 1に伴うものではない。時期は竪

穴住居2より古く、弥生時代中期後葉の

古相以前と捉えている。 （米田）

竪穴住居2 (第 9~13図）

A群南側に位置し、竪穴住居 1を切り、

竪穴住居4に切られる。壁体溝の一部を

検出したに過ぎないが、平面形は円形を

呈すると考えられる。規模・柱穴は不明

である。遺物は覆土から弥生士器の甕3

~5 、高杯 6 、壁体溝から磨製石包Tの

剥離工程未成品S1か出土した。甕 5の

存在も無視できないが、時期は弥生時代

中期後葉の古相に比定される。 （米田）

竪穴住居3 (第 9・11・13図）

A群南東側に位置し、竪穴住居4に切

られる。残存しているのは壁体溝の一部

のみであるか、円形プランの可能性が高

い。規模は不明だか、小規模である。出

土遺物は弥生時代巾期後葉の甕7、砥石

片S2かある。時期は弥生時代中期後葉

の範疇と捉えて差し支えない。 （米田）

竪穴住居4 (第 9• 11図）

A群南東側に位置し、竪穴住居 1~3

を切り、竪穴住居10に切られる。壁体溝

のみの検出であるが、平面形は円形を呈

すると考えられる。規模は径 6m弱と推

定される。遺物は皆無である。時期は弥

生時代中期後葉の範疇である。 （米田）

竪穴住居5-9 (第 9• 11図）

A群中央部に位闘し、いずれも竪穴住

居10に切られる。竪穴住居4とは直接切

16 
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第12図竪穴住居 1・2 (1/80) 
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゜
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—一応
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第13図竪穴住居 1-3 出土遺物 (1/4• 1/3) 

り合っていないが、壁体溝の検出面か竪穴住居10の床面であることから、竪穴住居4よりは新しいと

考える。竪穴住居 5~9 は璧体溝のみか残存し、いずれも円形を呈する。規模は 5~6m前後と推定

される。柱穴と壁体溝との対応関係については明らかではない。竪穴住居 5~9 の新旧関係について

は、いずれも想定される床面か竪穴住居10の床面とほぽ同ーレベルであることや、竪穴住居10か最大

規模であることから、竪穴住居 5~10は拡張傾向にあると考え、竪穴住居 5 → 6 → 7 → 8→ 9→ 10と

いう変遷を想定した。遺物は皆無に近いが、時期は弥生時代中期後葉の範疇で捉えられる。 （米田）
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第 3章 発掘調査の概要

竪穴住居10(第 9 ・ 10•14•15図、図版 3)

A群のなかで最新の竪穴住居である。平面形は円形を呈し、規模は長径7.2m、短径6.7m、深さは

最大で80cm残存する。

られ、

また住居の掘り方の外側の斜面上方には、長軸約8.6m、深さ30cmの段状遺構

か付設されている。壁体溝は西側と東側の一部が途切れており、全固しない。床面の北側には炭化材

か放射状に認められたか、焼失した積極的な根拠としては十分ではない。床面巾央では中央穴が認め

その南東側には固く硬化している被熱面が認められた。主柱穴については、住居の規模から 6

I/<~ 
A
l
 ,'＼¥几,'’り／

／
 

E
 o・o
s
L
 
a
 

叶

|ェ

A
 

B 180.4m 

F 180.7m 

。
2m 

患色上

褐色土 (iJど多）
3

4

 

灰褐色上（鉄分多）

褐I火色粘伍土

G
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H 180.7m 2 1 J 179.lm 

二0 50cm 一明赤褐色焼土（被熱強）
暗赤色焼十．（被熱やや弱）

第14図 竪穴住居10(1/80・1/40) 
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本柱を想定し、 そのう ち5個を抽出した。

遺物は弥生土器の壺8-11・19、甕12-17・

20• 21、高杯18、石鏃S3-S8、石錐S9、太

型蛤刃石斧S10、砥石S11・S12、石錘S13、

玄武岩原石S14、サヌ カイト 片51点、モモ

種子 1粒が出土した。時期は弥生時代中期

後葉の新段階に比定される。 （米田）

□〕一R
． 
第15図

S13 

゜
10cm 

疇
S14 

20cm 

竪穴住居10出土遺物
(1/4• 1/2• 1/3• 1/8) 

-19 



第 3章発掘調査の概要

~ 
22 

~ ~ 心

｀ 二25 

34 

~ ~j 

三／

'、〗

~iZc 

~J • 9 
37 

＝ 
二30廿L

 
樹様

▽
 漆
1
1
9
出ぱ

2
 

℃
〗

ニニニい翫冒眉
39 

p 

~ ―ニロ’ヽ.;贔
, 0 

三
三〔〉

32 

ー
ロ
ー

― ー 靡ニーニ
44 

9□ ;~ 一第16図 A群（竪穴住居 1-10)出土遺物① (1/4・1/3) 
¥ 

。
10cm 

20 



第 2節 弥生時代の遺構と逍物

ーハ
I 

』区ヽ

＇ 
りED-I """'" 

S15 S16 

I 

~ 涵~ S19

゜
5cm S17 

燈澤曇 S18 

口 ， 
＇ 

i 

蔓響瓢S20 -~ 璽璽論、 S27 

S23 ←こささ←ー------→

' ＇ 
＼ ＇ ＇ '＇ ---; :〕
'.I'  

•-こゞ> 

S21 S22 

゜
Q 

鬱 ． 鬱S26 ~~ S28 

S24 

S25 

゜
10cm 

第17図 A群（竪穴住居 1-10)出土遺物② (1/2• 1/3) 

A群（竪穴住居1-10)出土遺物（第16図、図版12)

竪穴住居 1~10、土塙 2~5 を調査する過程で出土した逍物を次にまとめる。各遺物の出土遺構に

ついては特定できないが、本来は竪穴住居 1~10、土壊 2~5 や A群上層のレンズ状の堆積土に包含

していたと考えられる。弥生土器は壺22-26、蓋27、甕28• 30-32、高杯33-40、器台41-45かあり、

22-25• 27-30• 33-41は中期、それ以外は後期に属する。 28は小形の甕であり、完形品である。 29

は弥生土器の鉢の破片であると考えられ、内・外面全体に黒漆様樹脂か塗布されている。黒漆様樹脂

の分析は北野信彦氏に依頓し、フーリエ変換型赤外分光光度計による測定、顕微鏡観察の結果、「ち

ぢみムラ」現象が確認され、現代の日本産漆の吸収スペクトルに近いことから、「漆」と同定された

（付載参照）。 Clは文様などは認められないか、残存状況から分銅形士製品の破片と考えられる。石

器は、石鏃S15、楔形石器S16、加工痕のある剥片S17、扁平片刃石斧S18• S19、磨製石包T未成品S

20-S22、太型蛤刃石斧の破片S23、投弾S24-S26、砥石S27• S28などがある。 （米田）
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物

B群（竪穴住居11-15) (第18~33図、図版 4)

B 群は調査区中央部に位置し、竪穴住居11~15の

まとまりを指す。確実に竪穴住居と判断できるもの

は5軒ある。最古段階は焼失した竪穴住居11であり、

B群のなかでも西諧に位置し、床面レベルか最も低

く、小規模である。次に竪穴住居12か築かれ、その

直後に竪穴住居13へ拡張する。そして地点を斜面下

方へ若干移して竪穴住居14を構築し、最終的に竪穴

住居14とほぼ同一地点に竪穴住居15を建て替えてい

る。新旧関係は、竪穴住店11 と 12• 13は出土土器に

よって判断しているが、竪穴住屈12~15は層位的に

明らかにできた。出土土器をみると、 B群（竪穴住

居11~15) は弥生時代後期初頭から後期前葉にかけ

て、連続的に建て替えられたと考える。 （米田）

竪穴住居11 (第18~23図、巻頭図版 2 、図版 4• 12) 

B群の西端に位置し、竪穴住居15に切られる。平

面形は不整円形を呈し、規模は長径5.0m、短径4.7

m、深さは76cmを測る。主柱穴は 4個。中央穴は内

部北際に楕円形の小ピ‘ノトを持ち、台石S35が廃棄

されていた。中央穴の周りには高さ 2cmの土手が巡

る。床面匝上では炭化材を放射状に検出し、壁際で

は炭化材か斜めに落ち込んだ状態で認められ、大半

は垂木と想定される。床面で検出した炭化材は幅20

~30cmで、原さ 1 cm程度の板状を呈しており、板材

の可能性もあるか、埋土によって押圧した可能性も

否定できない。床面巾央と四側の床面直上では炭面

か確認でき、床面中央部の 2か所では炭化材・炭面

の直上で焼土塊が最大15cmの厚さで認められた。西

壁は全体にわたって極度の熱を受け、その一部 (I-

nでは板状の炭化材（壁材か）か直立し、その下
方に怪 6cm程度の丸太材を横たわして板材を固定し

ている状態を確認した。 I -J 断面では、第 3~7

層は裏込め土と考えられ、第 5・6層まで強く熱を

受けている。床面では台石S34が中央西寄りに放棄

されているのみで、遺物の大半は床面出土でないた

め、意図的な火災が示唆される。床面の中央北西寄

り (K-L)では、長軸80cm、短軌30cmの範囲で被

熱した炭化穀物種子が密集し、ダイズ684粒• アズ

23 
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第19図 B群（竪穴住居11-15)
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第 3章発掘調査の概要

キ約13粒・イネ 3粒を検出した（付載参照）。出土遺物は弥生土器の壺46-55、甕56-62、高杯63-

76、鉢81-84、ミニチュア土器85• 86、器台87• 88、鎚M1、石鏃S29• S30、砥石S31-S33、台石S34•

S35、サヌカイト片11点、玄武岩片 5点かある。埋没時期は弥生時代後期初頭に比定される。 （米田）

炭化材・焼土塊検出状況
被梵

1
2
 

1
3
 
1
4
 

l 灰褐色土

2 黄褐色上

3 暗美樹色十.

4 賠黄色上

5 暗灰褐色十（炭多）

暗笛杞色土

芯褐色土

8 暗黄色上

9 暗I火褐色土

10 暗褐色上

11 暗褐色十と

12 橙色土（説土塊）
13 炭化物・炭化材

14 暗褐灰色土

Im 

F
 1
7
8
.3

m

 

C

＿
 

c
 

1 柏色十（焼十塊）
炭化物・炭化材

3 苗色十（貼り付けによる十手）

完掘状況

c
-

l 橙色土（焼土塊）

2 炭化物・炭化材

3 保色土（貼り付けによる周枷帯）

4 釘褐色上（中央穴）

暗褐I火色十．（灰多）

6 暗灰褐色土

7 陪褐色土

c
 

⑨ S35 

O. 

／ 

D 
" S34 

◎ 

2m 

3 辺褐色土 7 

D 178.6m 

D
-

1 橙色上（焼上塊）
2 炭化物・炭化材

3 閲色土（川り付けによる周堤需）

4 暗灰色十（炭多）

第20図竪穴住居11 (1/80• 1/40) 

O 50cm 一1 拾I火褐色土 Ci火・焼土粒含）2 炭化骰類種千（コメ・アズキ

・ダイス等）

3 炭化物

4 橙灰色十（炭・焼十粒含）

E
 
9
"8
L
l
 H
 

"'I 

5 賠渇灰色上（炭・焼上含）

6 陪褐色十．

英色土

暗灰褐色十．
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物
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第 3章発掘調査の概要
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物
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第 3章発掘調査の概要

三~~·~
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三三い
90 91 93 

10cm ---b 
94 

第25図竪穴住居12出土遺物 (1/4)

竪穴住居12(第18• 19• 24• 25図、図版 5)

平面形は直径5.0~5.4m の楕円気味の円形と推定される。また竪穴住居西側の山側にテラス状の段

が設けられている。竪穴住居13によって壁面か削平を受けているので正確な数値は測れないが、推定

すると、床面から40~50cmの高さの所に幅0.4~1.0m の平坦面か取り付くと考えられる。主柱穴は 4

個で、柱穴には根石が見られる。床面には細い間仕切り状の溝が確認された。壁体溝は 3条検出され、

建て替えまたは補修か少なくとも 2回行われたと考えられる。中央穴の有無は不明である。遺物は、

竪穴住居の南東端部で床面に密着して高杯92が出土した。その特徴から竪穴住居12の時期は、弥生時

代後期則葉と考えられる。 （物部茂樹）

竪穴住居13(第18• 19• 26図、図版13、図版 5)

平面形は直径約 7mの円形を呈すると推定される。主柱穴は 6 個と考えられ、深さは40~70cmを測

り、柱痕が検出されるものがある。中央穴の有無は不明。出土遺物には土器と石器があるが、床面の

遺物や柱穴出土の遺物はない。埋土を上中下部に分けて、遺物を取り上げた。埋土下部の遺物は、肩

部に櫛描き文を持つ壺95、甕99• 101とサヌカイト製石鏃の未成品S36である。 95は混人と考えられ

る。埋土上部から出土した高杯107は、 D縁端部か外方へ拡張する。埋土中部出土の高杯108は外湾す

るD縁部を持ち、杯部外面は放射状のヘラミガキを施す。杯部の深さは浅い。 111は埋土上部出土の

手捏ねの鉢、 112は埋土上部出土の把手である。時期は弥生時代後期前葉と推定される。 （物部）

竪穴住居14(第18• 19• 27図、図版 5• 13) 

平面形は直径約 7mの円形を呈する。壁沿いに壁体溝が巡る。 B住居群のうち、竪穴住居11以外の

各竪穴住居に伴う柱穴は、調査時には明らかにできず、図上で検討したものである。この竪穴住居14

の主柱穴の分別は困難であったか、南に位置する柱穴が次段階の竪穴住居15の柱穴と重複していると

推定すると、柱間距離か1.8~2.4m と比較的格差をなくすことができ、 7 本柱と考えてよさそうであ

る。ただし、そうすると同規模の竪穴住居13~15のうち、竪穴住居14だけが 7 本柱となる点に不安を

残す。中央穴の有無は不明で、貼り床を持つ（第18図A-B第13層）。

遺物としては、完形に復元された橙色を呈する高杯116と、砥石S38が柱穴内から出土した。柱の

28 



第 2節 弥生時代の遺構と逍物
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. . 
S38 S39 

10cm O 5cm 一 0 10cm 一竪穴住居14(1/80) ・出土遺物 (1/4• 1/3• 1/8) 

抜き取り後、内部に収

められたか、投人され

たと考えられる。 S39は

花岡岩製の台石である。

114•115の高杯小破片

は埋土上部、甕底部113

は壁付近から出土した。

竪穴住居14の時期は、

士器の特徴から弥生時

代後期前葉と推定され

る。 （物部）
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第28図 竪穴住居15(1/80) 

竪穴住居15(第18• 19• 28~32図、巻頭図版 2 、図版 5• 13• 15• 18) 

平面形は直径南北7.0m、東西6.6mの円形に近い形を呈する。主柱穴は 6個で、柱痕が確認された

柱穴もある。壁沿いに壁体溝か巡る。床面中央で、直径1.lm前後の円形を呈する中央穴を検出した。

深さは44cmを測り、底面直上の埋土中には炭粒が多く見られた。中央穴自体に被熱面は確認されなかっ

たが、中央穴の周囲幅約1.0mにわたって床面上に炭粒の散布が見られた。床面には被熱面が 2か所

検出され、面寄りのものは120X 60cmの範囲か橙色に変色している。被熱面の下層に炭の散布面が確

認されたことから、貼り床が行われていると考えられた。

遺物は埋土中、床面、柱穴から多量に出土した。埋土巾の遺物は、上・中・下層に分けて取り上げ

た。第29• 30図は下層および床面、貼り床、柱穴出土の土器である。甕117• 142は床面の遺物である。

甕117の外面には赤色顔料の塗布か見られる。甕119 ・ 135• 144、高杯158は柱穴からの出土である。

高杯158 は差し込み式と推定される。貼り床からは高杯154~156などが検出された。竪穴住居15の時

期は、下層の土器の特徴から弥生時代後期煎葉でも新相と考えられる。 192~194は同一個体である。

ほかに石器の出士も多く、床面で閃緑岩製叩石S49と玄武岩の原石S55、柱穴から流紋岩製砥石S51、

31 



第 3章 発掘調杏の概要

117 

122 

123 

平三一二工—-~
124 

こ一 囮
128 

三三
129 

一 口/
130 

三 《
131 

125 

126 

戸―一— 圧＝二＝心
127 

132 

二
133 

戸

118 

120 

三 /
135 

□ : 
136 

~ 二／《
137 

140 

匡—叫
141 

nvL. 

10cm 

第29図 竪穴住居15下層・柱穴出土遺物① (1/4) 

-32-



142 

rt==¥ 
143 

144 

亡□： 二ロー一一ー
154 

·~ ニ三ニー／
155 

ミ—~
156 

•>
162 

163 

第2節 弥生時代の逍構と逍物

二
145 149 

こ □《
146 150 

151 

147 

152 

\—二喜三/
148 

153 

_4 ―→ーニ、
159 

157 

160 

ミ
158 161 

166 

□□□戸 一 — ーロ
164 167 

165 

第30図 竪穴住居15下層・柱穴出土遺物② (1/4) 

-33-



第 3章発掘調査の概要

17~ ←＼＼ 
ロ〖 パ`4

 
7
 

a
 

-疇鰯寧-==-=-乃
175 8

 

＇ー□日ぃ
7
 

門
1 呈

三／
~\> 

，
 

l

[

i

 

,’
 
.

3

 
8
 

ニ

ー

__  -- 189ローニロ

/
 

象
¥
/
/
’

、＇J

‘, 

‘

ヽ

＼
 

4
 

、

)

-

‘、

ヽ

l

―
-
8
 

，
 

m185 

----------~ —~~:~.'7 192 

゜190 

第31図 竪穴住居15上層出土遺物 (1/4)

〗ロ
188 

,) (ii¥ 
二三三
-—-=-= こ三二
- -

191 

八
ぃ

194 

10cm 

34 



第 2節 弥生時代の遺構と逍物

贔
0

840

△
-

5
 

り―
辺
已り
S43 

゜
5cm 

7
 
s
 

‘‘令‘‘‘
§

4

ー
＼

1

\

ー
ー
ー
—
ー
／
／

）
 

>
＼
口
—

I
I
1
\
\

S49 

言言言
S50 

S48 

こl
‘‘‘‘‘‘‘’ S44 

I 

纏璽鬱

<‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

ー
息
1

-

顕

S46 

S51 

／ 
—'-~ 

~-~ 
＼ 

瓢I
'1 ぷ―—-~ ヽ

｀ 
:VI i',、¥
--、、, I 

i』-

"'' ＼ ／ 

-~. ノ
~ 

゜一5cm 
I

C
 

~1 
M2 

。
S54 

10cm 

S52 

品
）
O
G

0 1cm 

― 

S55 

。
5cm 

八
m
分

j//／/／／多ー／
4
＞

部滑施

合
い
』
Tli

20cm 

第32図竪穴住居15出土遺物 (1/2• 1/3• 1/8• 1/1) 

35 



第 3章発掘調査の概要

~ 
戸一＼ー / 

196 

三,--p, 

履il~l

戸

-- 202 ーーロ

□□忍
203 

206 

~ 207 

~ □ ~~ 
208 

~ 
199 ¥ff 

~ 三ロニ
210 
三

層 三 皇二旦――〗
212 

。
10cm 

s 5 7 ＇ 
。

5cm 

｀ 

＇

函
\—
!j
•\ 

[
 

/>

／
 

ー

/
／
 

人
ー

／
 

S60 

゜
10cm 

第33図 B群（竪穴住居11-15) 出土遺物 (1/4• 1/2• 1/3) 

36 



第 2節 弥生時代の遺構と逍物

埋土下層から黒色片岩製と頁岩製の扁平片刃石斧の未成品S44• 45がある。 M3は埋土上層出土で、

腐食が見られず、鋳造品を施溝して竪に転用している可能性かある。重量は7.68g。G1はターコイ

ズブル一色のガラス小玉で、西側壁体溝から出土した。

B群（竪穴住居11-15)出土遺物（第33図、図版17)

ここに掲載した遺物は、 B群で最後の竪穴住居である竪穴住居15か磯能を停止した後、その凹みに

（物部）

最終段階に堆積した黒褐色土（第18図ー第 2層）を中心に出土したものである。土器の中には、高杯

209のように弥生時代後期後葉に下るものもわずかに含まれている。そのほか、鋳造と考えられる板

状の鉄器M4、サヌカイトの剥片S57、悴岩製磨製石包丁未成晶S58、角閃石紛岩製磨石S59、緑色

片岩の原石S60、玄武岩の原石S61などがある。

C群（竪穴住居16-19) (第34~43図、図版 6)

C群は、 A群の東約 5m、B群からは南東に約10m谷を上がった位置に所在し、重複した 4軒の竪

（物部）

穴住居からなる。平面形は直径 4~5mの円形または隅丸方形を呈する。時期は、群内最古の竪穴住

居16に出土土器がないため断定できないが、弥生時代後期中葉を中心とした住居群と推定される。ま

た、竪穴住居の建て替えごとに斜面下方へ少しずつ場所をずらしており、規模は少しずつ大きくなる。

（物部）

1 賠I火褐色十

2 賠灰褐色土

（炭・焼十粒多）

3 暗灰褐色土

4 賠灰褐色上

5 賠I火褐色土

6 賠褐色上
7 陪褐色十（炭多）

8 悶色土（肌り床）

9 炭化物阿
10 賠瓜褐色土（貼り床か）

11 賠黄褐色上

12 賠伍褐色土

J;J 梵色上（肌り床）

14 賠褐色十（住19-PS) 

16 笛色土

16 賠褐色土（住18)

17 賠褐色土（｛土18)

18 賠褐色..l({t18) 
19 賠褐色十（住18)

20 賠褐色..l({主18)
21 暗褐色十（住18)

22 黒褐色土（仕18-P24) 

2'.i 賠灰褐色上（住18-P24) 

24 賠褐色土（住后17ー壁体溝）

26 賠褐色上（住19ー杵穴）

26 賠苗褐色十．（住16)

27 黄褐色土（什16ー貼り床か）

28 暗褐色十（住16ー中央穴）

29 暗灰褐色土（仕16 —巾央穴）

In 
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D
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8
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.
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2m 

第34図 C群（竪穴住居16-19)(1/80) 
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→ 
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→ 
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→ 

住居19

゜
5m 

第35図 C群（竪穴住居16~19) 変遷 (1/200)
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第36図

5 褐色土

6 賠褐色上

7 褐色十と

8 褐色土

竪穴住居16(1/80)・出土遺物 (1/1)

o¥ 

A
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戻・焼土粒

灰褐色上（中央穴）

褐色＋（貼り床）

"／ 
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竪穴住居16(第34-36図）

住居の南側は調査区外になり、

北側は竪穴住居18により削平され

ている。 直径約3.7mの円形を呈

する竪穴住居と推定される。柱穴

は2か所で検出されたが、本来は

4本柱と考えられる。床面中央で

深さ15cmの巾央穴を検出した。巾

央穴の埋土上面から西側床面にか

けて炭と焼土の粒の散布か見られ

ることから、 この中央穴は掘削後

埋められた可能性かある。壁体溝

は確認されなかったが、中央穴か

ら外方へ延びる間仕切り状の溝を

確認した。 この溝は中央穴埋土お

2m 

陪灰褐色十．

暗灰褐色土（位色土多）

黄色上

英掲色十．

8音褐色上

よび炭・焼土粒層を切り込んでい

るように観察された。 また、貼り

第37図 竪穴住居17(1/80) 

床を持つ。出土士器はないか、緑

色の勾玉S62か中央穴の北東壁に

貼り付いた状態で検出された。材

38 
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第38図 竪穴住居18 (1/80• 1/40) 

質は、妹尾護氏による蛍光X線分析の結果、蛇紋岩と推定された。孔の固辺は緩く凹んだ形状を呈し、

両面穿孔、全面研磨良好である。時期は切り合い関係から弥生時代後期中葉以前である。

竪穴住居17(第34• 35• 37図）

（物部）

直径約 4mの隅丸方形を呈する竪穴住居である。竪穴住居18により削平を受け、検出したのは壁体

溝と 4個の柱穴である。遺物の出土はないか、 この住居の時期は、次段階の竪穴住居18の壁体溝か竪

穴住居17のほば同心円上に位置することから、竪穴住居18以前の近い時期と推定される。

竪穴住居18(第34• 35• 38-39図、図版 6• 14• 17) 

平面形は北東部が若干いびつに張り出すが、隅丸方形状を呈する。直径は約5mを測る。

（物部）

4本柱で、

柱穴には柱痕が確認された。床面中央には深さ約30cmの中央穴と、 その巾央穴東側から南方へ延びる

溝がある。 この溝は山側の墜体溝に接続するか、深さは壁体溝の方が深い。中央穴の北10cmほど離れ

て、約20X8 cm、深さ 7cmほどの小さな溝か検出された。 この溝の平• 断面において、厚さ 6cmほど

の板状の石か木を立てていたのではないかと推定される痕跡が見られた。

39 

また、住居南側の山側に不
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第39図竪穴住居18出土遺物 (1/4• 1/3) 

整形な段が幅約 4mにわたって検出された。土器はすべて埋土中からの出土で、床面遺物はS63の緑

色片岩製の磨製石包丁だけである。 出士士器の時期は後期中葉が大半を占めるが、 213• 214• 216は

やや古く 、 217• 223• 232などは新しい後期後葉と思われる。 この竪穴住居の時期としては、後期中

葉と考えたいか、弥生時代後期後葉まで下る可能性がある。 （物部）

竪穴住居19(第34• 35 • 40 · 41図、図版 6• 18) 

竪穴住屁19は樋ヶ鼻遺跡における最後の竪穴住居である。平面形は、直径5.5m前後のほぼ円形を

-40-
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1 暗褐色土（柱痕）
笛色土
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呈する。主柱穴は 6個で、す

べてに柱痕が確認された。柱

廿廿闘廿離は1.6-2.lmとばらっ

きが見られるか、中央穴を挟

んで対面に位置する柱穴間距

離はほぼ等しくなる特徴があ

る。中央穴の中央やや北西寄

りに30X 16cm、厚さ 8cmを測

る平石が横位に立てられてい

る状況が確認された。この石

の下部にのみ硬質の黄色土か

存在することから、闇き土を

して平石を立て、中央穴を約

1対 2の割合に区切ったものと考えられるが、その機能は不明である。壁体溝はないが、北東側壁沿

ニ
G-〗0 50cm 一

J 180.4m 

冒 1 陪褐色十

。
1m 

1 暗褐色十 4 暗苗色十

閲色土（石を支える土） 5 笛色土
暗黄色土（炭） 6 暗褐色上

第40図竪穴住居19 (1/80• 1/40) 

いで、幅 1~2 cmで直線的に延びる短い溝を 2か所で検出し、これは壁体自体の痕跡かもしれない。

また、住居北側の壁際に地山を掘り残して低い段状に加工している部分か見られた。長軸約 lm、短

軸約80cm、床面より 3~8 cm高くなる。中央部は浅く凹んでおり、埋土は硬質であった。この高段部

は主柱穴の間に位置することから、住居の人口に関係する施設の可能性もある。地山および岩盤の小

41 



第 3章発掘調査の概要

塊を用いた貼り床がある。出土遺物は、埋土下半で検出されたM5-7の鉄器以外に、土器が多数あ

るが、すべて小片で、埋土中および貼り床土から出土し、床面遺物はなかった。貼り床土から出土し

たのは甕□縁部242、甕底部247、高杯脚部251・253である。埋土中の士器は竪穴住居18と同様に後期

中葉が大半を占めるか、甕237-239のように後期後葉に下る可能性があるものを含んでいる。竪穴住

居19の時期は、弥生時代後期巾葉の終わりから後葉にかけてのなかで考えたい。 （物部）

C 群（竪穴住居16-19) 出土遺物（第42~43図、図版14• 16• 18) 

ここに掲載した逍物は、竪穴住居A・C群の上部を広く覆っていた黒色土のうち、 C群上部および

その周辺の黒色土層から出土したものである。弥生時代巾期後第から後期中第にかけての時期輻かあ

疇
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第41図竪穴住居19出土遺物 (1/4• 1/2) 
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物

る。中期後半の土器は255-263• 271 ・ 287• 288の壺・甕• 鉢などで、ヘラ描きによる斜格子文や綾

杉状の文様、円形浮文、棒状浮文などの文様や装飾か多い。これらは、 C群の北に位僅する竪穴住居

30に伴っていた遺物の可能性がある。壺265、甕269-270• 277や高杯289、脚台290、器台291は後期

前葉と考えられ、 E群の段状遺構に所属するものと思われる。その他はおおむね弥生時代後期中葉の

時期と捉えられる。 264は短頸壺で、頸部に「SJ字状渦文のスタンプか上下二段に士器片全体に施

されている。スタンプ文原体は模式図のように、 1本の沈線が巻きこんで反転してもどる。ほかにサ

ヌカイト製石鏃S64、素材剥片S65、錐状鉄器M8や刀子の茎部M9がある。 （物部・米田）

255 

e』漬11w:111!~—· 饂
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、 ＼
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264 
スタンプ文様式図

(1/1) 
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¥＞ 
263 

267 

268 

0 1cm 一 n
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第42図 C群（竪穴住居16-19)出土遺物① (1/4) 
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第43図 C群（竪穴住居16-19)出土遺物② (1/4• 1/2) 
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物

D群（竪穴住居20-29、段状遺構 1・2)(第44-56図、図版 7)

D群は調査区北西部にあたり、竪穴住居20-29、段状遺構 1• 2で構成される。竪穴住居22-24は

第86図の北西部包含層を完掘後に検出した。また竪穴住居26• 29、段状遺構 1・2は弥生時代後期初

頭～前葉の C 群（竪穴住居11~15) に切られている。重複する遺構の層位的な新旧関係は、竪穴住居

20~22のなかでは古い方から順に竪穴住居20→21→ 22となる。また竪穴住居26は竪穴住居27よりも古

い。 D群南側竪穴住居28・29、段状遺構 1・2は、竪穴住居29が竪穴住居28・ 段状遺構 1より新しい。

段状遺構 2 は段状逍構 1 を切る。竪穴住居21 ・ 23• 24は長方形を呈するか、長辺が等高線に平行する

ように主軸か設定されている。 D群の各遺構からの出土遺物、層位による新旧関係、検出面を検討す

ると、ほとんどの遺

構か弥生時代中期後

葉の範疇で捉えられ

る。 （米田）

竪穴住居20

（第44• 45図）

D群北側の西部に

位置し、竪穴住居21・

22に切られる。平面

形は隅丸方形に近い

か、明確でない。規

模は長辺2.6m以上、

短辺2.2m以上、深

さ約20cmを測る。柱 ◎ 

穴は数個認められる 勺》
か、本住居に伴うか R 

は不明である。床面

は大半が流出し、被

熱面・炭面などは確

認していない。

遺物は床面直上か

＼
 

0 P 178.0m 

雪言夏
赤褐色焼十

（被熟）

c 
◎ 

~ 
披然

◎
 ◎

 

。
2m 

第44図 D群北側（竪穴住居20-24)(1/80) 

A
 

B 177.4m C D 177.4m 

1 暗褐灰色十

2 灰褐色土
2m 

292 

゜
10cm 

第45図 竪穴住居20(1/80)・出土遺物 (1/4)
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第46図 竪穴住居21(1/80)・出土遺物 (1/4)
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ら弥生土器の壺292が出土した程度である。 時期は

弥生時代中期後葉の新段階と考えられる。 （米田）

竪穴住居21 (第44• 46図）

D群北側の南西部に位置し、竪穴住居20の埋没後

に構築されており、北側は竪穴住居22に切られる。

西側は流出している。平面形は長方形を呈しており、

規模は長辺4.8m以上、 短辺2.3m以上、深さ約18cm

を測る。長軸が等高線に平行する。東 ・南壁は幅約

40cm、深さ 8cmの溝が巡る。南壁から1.2mの部分

には強い被熱面があり、 焼けて硬化している。遺物

は少なく 、覆土か ら弥生土器の甕の口縁部293、高

杯の脚部294が出土した。遺構の埋没時期は出土土

器から弥生時代中期後葉の範疇で捉えられるが、層

位的な切り合い関係か ら竪穴住居20よりも新しく、

竪穴住居22よりも古いと考える。 （米田）

竪穴住居22(第44• 47図）

D 群北側の北西部に位置 し、 竪穴住居20 • 21を切

る。平面形はF9形を呈し、規模は径3.2m、深さ44

cmである。床面中央では不整形な中央穴と弱い被熱

面を確認した。 中央東側で炭化材が認められたが、

焼失住居としての積極的な根拠は得られなかった。

床面南半では炭面が長径220cm、短径140cmの不整

円形状に広がっていた。炭面の北端については幅25

cmのサブ トレンチのために不明だが、トレンチ内で

収まると考えられる。

遺物は覆土から弥生土器の壺295、甕296-298、

甕 ・ 壺の底部299-301 、 高杯303• 304が出土した。

295は壺のD縁部で、端部に刻み目文、内面に櫛描き波状文を施す。 299は甕の底部で、外面には部分

的に煤が認められ、 内面には炭化した有機物が付着 している。 303• 304は高杯の脚部であり、接合は

できなかったが、 形態 ・調整 ・胎土 ・焼成か ら同一個体の可能性が高い。

本竪穴住届の埋没時期は弥生時代中期後葉と考えられ、竪穴住居20・21よりも新 しい。 （米田）
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竪穴住居23(第44• 48図）

D群の北側にあたり、住居の北側と

西側は流出しているか、平面形は長方

形を星すると考えられる。現状では南

辺が 2か所で確認でき、 2軒重複して

いる可能性も否定できないが、今回は

規模の大きいものを竪穴住居23として

報告する。規模は長辺4.0m以上、短

辺1.2m以上、深さは約20cm残存する。

壁面は壁体溝状を呈する。被熱面・炭

面は、現状では確認できない。

遺物は弥生土器の甕のD縁部305、

底部306、器台のD縁部307か覆土から

出土している。時期は弥生時代中期後

葉に比定される。

竪穴住居24(第44• 49図）

D群北側の南部に位置する。住居の

（米田）

西側は流出し、北側は竪穴住居11に切

られる。平面形は長方形を呈し、長辺

4.0m以上、短辺2.4m以上、深さはわ

ずか 5cmほど残存する。壁面は幅約20

cm、深さ12cmの壁体溝状を呈する。床

面では南壁から約80cmの地点に被熱面

か配され、強く焼けて硬化している。

遺物は弥生土器の壺の口縁端部308・

胴部309、甕の底部310、黒色片岩製の

石包丁未成品S66、凹石S67が出土し

たか、いずれも原位置を保っていない。

遺構の埋没時期は弥生時代中期後葉の

範疇で捉えられる。 （米田）

竪穴住居25(第50図）

D群の南西部に位闇する。北・東側

は流出しており、平面形は長方形を呈

する。規模は長辺3.3m以上、短辺1.5

m以上を測り、深さは12cm残存する。

南壁ぱ溝状を呈する。遺物は弥生士器

片が散見され、遺構の時期は弥生時代

土
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第48図 竪穴住居23(1/80)・出土遺物 (1/4)
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第49図 竪穴住居24(1/80)・出土遺物
(1/4• 1/3• 1/8) 
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中期後葉の可能性がある。 （米田） 第50図竪穴住居25(1/80) 
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竪穴住居26(第51図、図版18)

住居の南半部はB群の竪穴住居によって削平されてい

る。西から北にかけては斜面の下方で流失し、あるいは

竪穴住居27の埋土を切り込んでいることもあって、輪郭

をはっきりと捉えることができなかった。東側は地山を

掘削しており、壁と壁体溝か検出された。床面ではその

壁体溝に取り付くように、非常に浅い方形土塙が検出さ

れた。円形の掘り込みも見られたか浅く、柱穴とは考え

にくい。また、被熱面が 2か所で確認され、橙色または

赤褐色に変色している。竪穴住居の平面形は直径 6-7 

mの円形と推測されるが、検出幅か狭くて断定できない。

土器は、埋土中から甕311-313が出土した。

沿いの埋土巾からは、

また、東壁

S68の「C」字状を呈する石製品

を検出した。 その形態から勾玉の未成品かと考えられる

が、最大長は 9cmを測り、巨大である。時期は土器の特徴から弥生時代中期後半と考えられる。（物部）

竪穴住居27(第52図）

一辺約 3mの方形を呈する竪穴住居と考えられる。竪穴住居の北から西側にかけては流失している。

壁体溝と中央穴は検出されず、柱穴らしいものも幾つかあるが、主柱穴とは判定できない。出土遺物

は弥生土器の細片が少量ある。時期は遺構の切り合いから弥生時代中期後半以前である。
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物

竪穴住居28

（第53• 54図）

D群南側の南東部に位置し、

竪穴住居29に切られる。平面

形は円形を呈し、規模は径3.8

m以上を測る。深さは24cm残

存する。柱穴は判然としない。

遺物は弥生土器の高杯314が

覆土から川土した程度である。

遺構の埋没時期は、出土土器

から弥生時代中期後葉に比定

される。 （米田）

竪穴住居29

（第53・55図、図版16)

D群南側の南東部に位置し、

竪穴住居28、段状遺構2を切

る。平面形は不明であるが、

壁面は歪ながらも直線を描く。

段状遺構の可能性もあるが、

床面が広範囲におよぶため竪

穴住居として扱う。 G-Hの

第4層は被熱面であり、床面

のやや下位で確認しており、

本住居に伴うかは不明である。

柱穴なども特定できない。

遺物は比較的多く、弥生土

器の壺315-317、甕318-323、

壺・甕の底部324• 325、高杯

326• 327、サヌカイトの石鏃

未成品S69、サヌカイト片116

点、玄武岩片2点、黒曜石片

1点S70か覆土より出土した。

時期は弥生時代中期後葉と考

えられる。 （米田）

段状遺構 1(第53図）

D群南側の東部に位置し、竪穴住

居12、段状遺構2に切られる。長辺

約3.0m残存し、幅約50cmの溝状の

ム。口且
心。。◎ビGR

冒 l 褐色土

F 178.Bm 

3 

／
 

1 褐灰色十．
2 陪褐色上
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2 褐色土

1 褐色土（没状 1)

G
 

H 179 4m 

褐色十（住居28)

褐灰色土（住居29)

暗褐色上（段状 2)

4 亦褐色焼土（被執弱）

゜
2m 

第53図 D群南側（竪穴住居28• 29、段状遺構 1・2)(1/80) 

314 

゜
10cm 

第54図竪穴住居28出土遺物 (1/4)
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第55図竪穴住居29出土遺物 (1/4• 1/2) 
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ニー〗
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言麟 S71

゜一5cm 第56図段状遺構 2 出土遺物 (1/4• 1/3) 

掘り方を持つ。遺物は皆無で、層位的に弥

生時代中期後葉以前であろう。 （米田）

段状遺構2 (第53• 56図、図版13)

D群南側の東部に位置し、竪穴住屈15•

29に切られ、段状遣構 1を切る。平坦面が

残存していないが、長軸か等高線に平行す

ることから、段状遺構として報告する。長

辺約3.8m残存し、溝の輻約50cm、深さ24

cmを測る。遺物は弥生土器の甕328• 329、

高杯330、砥石S71、モモ種子 l粒が出土

した。遺構の埋没時期は、弥生時代中期後

葉に比定される。 （米田）
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C-D 
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14 賠灰褐色土（黄褐色土塊合）

第57図 E 群（竪穴住居30-33、段状遺構 3• 4) (1/80) 

E 群（竪穴住居30-33、段状遺構 3• 4、被熱面 1) (第57~66図、図版 7·8)

E群は、 A群と C群の間の緩斜面に位置する。 E群東部は、後期中葉を中心とする C群に削平され

ている。西部は、 A群埋土上に延びていたと想定されるが、識別できなかった。竪穴住居4軒、段状

遺構 2 基、被熱面 l か所、溝 2 条、柱穴が検出された。溝 1• 2は段状遺構の可能性がある。切り合

い関係は次のとおり。溝 1は竪穴住居30・33を切る。溝 2は段状遺構4を切り、段状遺構4は竪穴住

居31を切る。竪穴住居31は竪穴住居33を切る。弥生時代巾期後葉から後期前薬をを中心とした遺構群

であるか、 P58• 33は後期中葉と考えられ、その時期の遺構が存在した可能性もある。 （物部）
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竪穴住居30(第57• 59図、図版15)

E群では最も古い竪穴住居である。南東側の壁沿いに広くて浅い溝かある。柱穴は確認されない。

P65はこの竪穴住居に伴う可能性が高い。深さ36cmの小穴で、白色や黄色の粘土が人っていた。この

粘土は周辺の岩盤で風化か進んだ部分と類似する。時期は埋土中の遺物から中期後菓である。（物部）
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第62図段状遺構3 (1/80) 

D 181.3m 

F 181.3m 

竪穴住居31 (第57• 60• 61図、図版15)

E群の中央部に位置し、竪穴住居30・33を切り、段

状遺構4と溝 2に切られる。平面形は長方形で、長軸

が等高線に平行する。規模は長辺約4.8mを測り、短辺

は約1.lm残存する。壁面の溝輻は長辺約90cm、短辺約

20cmである。遺物は弥生土器の壺348• 349、甕350~

357、壺・甕の底部358~363、高杯364~369、サヌカイ

卜片 2 点が出土した。また弥生土器の壺370• 371は竪

穴住居31と段状遺構 3から出土した土器であり、両遺

構出土土器が接合関係にある。壺370の底部内面には黒

漆様樹脂が付着しており、補修痕の可能性がある。鋳

造鉄器の再加工品M10、楔形石器S72、サヌカイト片

S 73、扁平片刃石斧未成品S74は、竪穴住居31と段状

遺構 3から出士したか、出土位置は明らかでない。時

期は弥生時代後期前葉に位置づけられる。 （米田）
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段状遺構3 (第61-63図）

A群の南西部に位眉し、竪穴住居10に

付設する段状遺構を切る。長辺は約6.0

m残存する。覆士中には多量の土器が廃

棄されており、弥生土器370-399が出土

した。時期は弥生時代後期前葉。（米田）

段状遺構4 (第57• 64図）

南側の壁と平らな面を検出した。壁は

東西両端でわずかに湾曲してゆくようで

ある。平坦面で柱穴などは確認されない。

時期は埋土中遺物から弥生時代後期前葉

と推定される。 （物部）

竪穴住居32(第57• 65図、図版 8)

直角に北がる壁体溝と焼土壊を検出し

た。竪穴住居の東部はC群に削平され、

北部は流出しているため、規模は不明で

ある。焼土塙は南東• 南西壁体溝からそ

れぞれ1.3m・0.9m離れた箇所に位置す

る。長軸約42cm、短軸約30cmの楕円形を

呈し、断面は深さ約 9cmの浅い皿形を呈

する。土壊壁面から周囲にかけて被熱赤

化し、北西縁部は橙色で硬化が見られる。

西側には炭か散布する。床面を精査した

か、遺物は土器細片が数点のみである。

住居の時期は切り合い関係から、弥生時

代後期中葉以前となる。 （物部）

竪穴住居33(第57• 65図）

ほほ直角に曲がる壁と焼土壊を検出し

た。壁体溝はないか、それ以外は竪穴住

居32に類似する。竪穴住居北部はC群に、

西部は竪穴住屈31に、南部上層は溝 1に

削平されている。焼土壊は両壁から lm前後離れて位置し、推定

Tヽ
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402 
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l 褐色上

陪褐色土

炭化物

4 陪褐色十．
（焼土粒多、堅・底面被熱）

第65図竪穴住居32• 33 (1/80) 

炭

`
冒
冒

0 50cm 一1 IT酋灰褐色土（炭）

2 昭亦橙色上（被熱）

第66図被熱面 1(1/40) 

60 X 30cmの楕円形を呈する。土塙底部から周囲にかけて赤色に変

色し、炭の散布も見られる。弥生時代後期前葉の竪穴住居31に切

られることから、この竪穴住居の時期はそれ以前である。竪穴住

居30との関係を把握することはできなかった。 （物部）

被熱面 1(第66図）

一部黄色に被熱硬化し、竪穴住居あるいは段状遺構に伴う可能
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性かある。時期は弥生時代中～後期か。 （物部）

F群（竪穴住居34、段状遺構5-8) 

（第67~72図、図版 8)

F 群は、谷部に立地する A~E群から離れて、

岩脈の尾根を西側に越えた緩斜面部に立地する。

竪穴住居 1軒と段状遺構4括、柱穴で構成される。

時期は弥生時代後期中葉を中心とするが、段状遺構8のみが弥生時代中期に遡る可能性がある。遺構
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第68図 竪穴住居34(1/80)・出土遺物 (1/4)

は調査区外にまで延びているか、その先は斜面の傾斜が急になるため、遺構数か増えたとしても若干

であろう。重複した遺構は、土層の観察から竪穴住屈34→段状遺構5→段状遣構 6の順番に新しくな

ることが判明している。 （物部）

竪穴住居34(第67・68図）

竪穴住居の南半は調査区外になり、西半は流出している。検出した竪穴住居の輪郭と中央穴の位置

から、平面形は南北約3.0m、東西約2.7mほどの楕円形を呈すると考えられる。柱穴は調査範囲内に

は検出されなかった。中央穴の底面は西方へ傾斜して深くなる。壁体溝は東側壁沿いにのみ確認され

た。遺物は埋土中から土器の小破片か少量出土した。甕の口縁端部の拡張は小さいか、端面はナデ調

整であることから、時期は弥生時代後期中葉と考えられる。 （物部）
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第69図 段状遺構 5• 6 (1/80)・出土遺物
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段状遺構5 (第67• 69図）

山側を直線的に掘削した平坦面と柱穴を検出した。南部は調査

区外になる。柱穴が南北方向に列状をなすか建物としてはまとま

らない。時期は弥生時代後期中簗である。 （物部）

段状遺構6 (第67• 69• 70図）
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曇
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第70図段状遺構 6出土遺物
(1/8) 

主軸方向は段状遺構5と一致し、平坦面の海抜高もほぼ同じである。平坦面の南北長は約4mであ

る。柱穴は 2佃であるか、斜面下方の柱穴とは組み合わない。また、東壁沿いに割り石を投人した土

堀11がある。床面の台石S77以外は流人遺物であり、段状遺構5のものと分別できなかった。弥生時

代後期前葉と中葉の土器片と、石器は石錐S75、磨製石包丁S76かある。遺構の時期は弥生時代後期

中葉であろう。 （物部）

段状遺構 7 (第67• 71図）

地形に合わせて主軸を北東ー南西方向にとる。両端が削平された溝、わずかな平坦面、柱穴列を検

出した。柱穴内から太型蛤刃石斧の未成品と考えられるもの S78と叩石S79か出土したが、柱の抜き

取り後に入れられたと考えられる。甕421の形態から時期は弥生時代後期巾葉。 （物部）
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第71図 段状遺構7 (1/80) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 

段状遺構8

（第67・72図）

南側が湾曲する溝、

平坦面、溝と平行する

柱穴列を検出した。台

石S80は溝の埋土上面

に載る。流入土中から

土器小片が約10点出土

した。全てヘラケズリ

のない甕の胴部片と考
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~ 員
l 暗褐色十

2 暗笛褐色土
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量
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第72図

えられるか、少量のため、段状遺構8の時

期は弥生時代中～後期としたい。 （物部）

竪穴住居35(第73図）

調査区東端の中央部に位置し、調査区外

へ続く。本竪穴住居は今回設定した各群に

は属さない。平面形は円形を呈し、規模は

不明だが、小さい。壁体溝が巡り、柱穴は

1個確認した。床面から弥生土器の甕423

が出土した。遺構の機能していた時期は、

段状遺構 8

V 181.3m 

疇 S80 20cm 

(1/80)・出土遺物 (1/8)

二
瓢
一

~c~~ 
。

10cm 

褐色十（表十．）

褐色土（掲乱土）

灰褐色十．

云褐色土（貼り床か）

褐色..l(柱穴）

弥生時代後期中葉に比定される。 （米田） 第73図 竪穴住居35(1/80)・出土遺物 (1/4)
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第 3章発掘調査の概要

(3)上堀

土壊 1-5 (第74-81図、図版 9)

調査区中央部の東側では、 A群の竪穴住居10が構築され、その内外に土塙 1-5か配置されている。

特に土標2-5は層位的に竪穴住居10より新しいか、出土土器に型式差かほとんど認められないこと

から、竪穴住居10の廃絶直後に掘削されたと考えられる。また土塙2-5の配置状況は竪穴住居10内

に収まり、主軸が平行または直交して揃うことから、意図的な配置状況か見てとれる。出土土器から

いずれもほぼ同時期と考えられ、形態や規模から貯蔵穴としての機能が想定される。 （米田）

土壊 1 (第74• 75図、図版 9・16)

調査区中央部の東側に位置し、竪穴住店10より斜面の上方に配

置されている。平面形は長方形を呈し、長軸244cm、短軸140cm、

深さ53cmを測る。主軸はN-64°-Eで、等高線に平行する。北・

東壁は垂麻に近く立ち上がる。覆土の中位では石が認められた。

遺物は弥生土器の壺の肩部424、器台の脚柱部425、サヌカイト製

の楔形石器S81が出土した。埋没時期は出土土器から弥生時代巾

期後葉と捉えられる。土堀の形態・規模• 時期、配置状況が士塙

2 -5に似ていること、士塙 2の主軸と同様に等高線に平行にす

ることから、貯蔵穴としての機能か想定される。 （米田）

住10

三:
5m 

第74図土壊 1-5配置図
(1/200) 

土城2 (第74・76図、図版9・15・16)

A群の竪穴住居10内の南側に位置する。平面形は長方形を呈し、

壁体溝が全周する。長軸350cm、短軸142cm、深さ68cmを測る。主
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軸はN-63°-Eで、土壊3-5に直交す

る。土層断面の第 2層は基盤層の黄褐色

士塊を多く含み、人為的に埋められた可

能性がある。北壁では焼土塊が認められ、

竪穴住居10の被熱面か落ち込んだと理解

される。遺物は弥生土器の壺426-430、

甕431-436、高杯437-442、黒曜石製石

鏃S82、円盤S83、台石S84、サヌカイト片

4点が出土した。甕431は底面直上からの

出土である。 432• 433の外面はタタキ後

タテハケ。遺構の機能時期は、弥生時代

中期後葉の新相に比定される。 （米田）

第77図土壊2出土遺物② (1/2• 1/3• 1/8) 

lo 

D
 1
7
9
.6

m

 

lo 

ト
ー

1

A
 

土3 B
 

lo 
A
 

B 179.6m 

゜
2m 

第78図土城3-5 (1/40)・出土遺物 (1/4)

62 



第 2節 弥生時代の遺構と逍物

土壊 3 (第74• 78• 79図、図版16)

A群の竪穴住居10内の西側に位置し、土堀 4• 5に並列する。平面形は不整長方形を呈し、長軸304

cm、短軸185cm、深さ 80cmを測る。主軸はN-26°-Wを指し、土塙 2 に直交、士壊 4• 5と平行する。

断面形は逆台形を星し、壁体溝は存在しない。土屈断面の第 9図ー第 2層と第10図ー第13層は同一層

であり、且盤層の黄褐色土塊を多量に含むため、意図的に埋められた可能性か高い。ちなみに本士瑞

は、南西方向から埋没している。遺物は弥生土器の壺443-445、無頸壺446、甕447-456、高杯457-

459、器台460-462、サヌカイト製石鏃S85、扁平片刃石斧の可能性がある石器S86、太型蛤刃石斧の

未成晶S87、サヌカイト片12点、玄武岩片 4点などが覆土から出土している。 S86は両側縁に二次調

整を行い、サヌカイト製でありながら下辺のみに研磨を施して片刃を形成している。遺構の埋没時期

は、弥生時代中期後葉の新相と捉えて差し支えない。 （米田）

土壊 4• 5 (第74• 78• 81図、図版16)

A群の竪穴住居10内の東側に位置し、土堀 3 に並列する。土堀 4• 5はほぼ同一地点に重複し、層

位による切り合い関係では土堀4が土壊5よりも古い。平面形はいずれも長方形を呈し、壁体溝を有
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第80図土壊3出土遺物② (1/2• 1/3) 

463 

する。土壊4の規模は長軸298cm、短軸190cm、深さ54cmで

ある。土塙5は長軸242cm、短軸142cm、深さ62cmを測る。

両遺構の底面海抜高はほば等しい。壁面はほほ垂直に立ち

上がる。主軸はともにN-28°-Wで、士塙 2に直交、土

堀3と平行する。土堀5の士層断面の第 9図ー第 6層は、

甚盤層の黄褐色土塊を多量に含む土層であり、四方向から

意図的に埋められた可能性か高い。

遺物は弥生土器の壺463• 464、無

頸壺465、甕466-470、高杯471-473、

器台474、サヌカイト製石鏃S88、

石錐S89、サヌカイト片 2点か出土

しているが、椎拙な調査から完掘直

前まで重複関係にあることが確認で

きず、出土遺物の大半は土塙 4• 5 

のどちらに伴うか不明であるため、

出土遺物を一括して報告する。出土

土器を見る限りは、いずれも弥生時

戸鸞喜公ミ
464 

代中期後葉の範疇に収まるため、土

塙4・5は連続して掘削され、士堀

3・4は同時併存と考える。（米田）
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土壊6-21 (第82~83図、第 1 表）

貯蔵穴と考えられる土塙 1~5 は前述したが、用途不町の土塙 6~21について次にまとめる。各土

槻の配置地点は第 7 図、各士塙の形態・規模• 時期・出土遺物は第 1表を参照されたい。

土塙の平面形を見ると、土塙 6• 9 ・ 10• 13は楕円形、土堀 7• 11 ・ 12• 20は不整楕円形、土塙8• 

14• 16 は不整円形、土堀15は長方形、土壊17は不整方形、土塙18• 19は不整形である。断面形を見る

と、土塙 7~11 ・ 13• 14• 17は逆台

形、土堀18• 19は不整逆台形、土壊

6・20は椀形、土堀15は不整椀形、

土塙16は 1VJ字形、土塙21は不整

形である。時期は出土遺物・切り合

い関係・埋土から判断して、土贋12•

20• 21は弥生時代中期、土塙 6• 7• 

16は弥生時代後期、土塙8・9・11・

17-19は弥生時代中～後期、土f廣10.

13は弥生時代後期以降と捉えている。

遺物は弥生土器、サヌカイト片が

出土しているが、特筆すべき遺物や

詳述すべき出土状況を示す士堀は皆

無である。埋土の色調は褐色系と黒

褐色系に大別でき、後者はA-C群

の竪穴住居の最上層に酷似しており、

弥生時代後期でも時期が下る可能性

かある。 （米田）
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第 3章 発掘調査の概要

土15

土16
土18

閂口
178.3m 178.3m 

土20 土21
陪灰褐色十▲

陪灰褐色土

陪灰褐色十▲

瓦褐色土

黄褐色上

土15

ーロぐ
477 ：）
 ’ート＼
＼

土16 -~--=« 
478 ~ 

178.4m 

゜
10cm 

。
lm 

暗黄灰色上

陪褐色土

第83図 土壊15-21(1/40)・出土遺物 (1/4)

第 1表 土壊一覧表

造構名 平面形 断面形
長袖 短柚 深さ 底面海抜的

時間 山上遺物
(cm) (cm) (cm) (m) 

土欺 l長方形 逆台形 244 138 54 180.8~ 弥生時代中期後葉 弥生土霊、石監
十娯 2長方形 笥形 350 132 69 179 19 弥生時代中期後集 弥生十器、白器、サヌカイト片4点
上城 3に方形 逆台形 け03 185 78 178.68 弥牛時代中期後兵 弥牛上粗、石器、サヌカイト片12点、玄此岩片4点
土堀4 長方形 逆台形 298 191 til 178.79 弥生時代中期後棠 弥生土器、石器
十城 5長ル形 逆台形 242 143 52 178 87 弥生時代巾期後業 弥生十器、い器、サヌカイト片2点
土塀 6 楕円形 椀形 (168) (81) 20 179.30 弥牛時代後期 弥牛土器

土J腐7 イヽ 整楕円形 逆台形 221 84 :19 179.06 弥生時代後期 弥生土器、石器

土城 8 不整円形 逆台形 80 68 23 179.27 弥生時代巾～後期？
十煽 9 楕円形 逆台II; 65 ,13 27 178.80 弥牛時代中期01'後期 弥牛十浩
上堀10梢円形 辿台形 64 (50) 2o 178.'.18 弥生時代後期以降 弥生上器
土堀11不整桁門形 逆台形 74 55 24 181 21 弥生時代巾～後期？
十煽12不格棺円形 椀形 160 68 b 180 18 弥牛時代中期？
上煽13栴円形 辿台形 114 61 12 180 60 弥生時代後期以降 弥生上器
土域14不整円形 逆台形 78 (45) 25 179 88 弥止時代中～後期？
十煽15長方形 不柊椀形 135 87 39 178 15 弥生時代中～後期 弥生十器、サヌカイト片2点
上焼16不整円形 V字形 (97) 82 29 177 97 弥牛時代後期 弥牛上界、サヌカイト片1点
土賑17不整力形 逆台形 70 49 11 178 10 弥止時代中～後期？
十煽18不整形 不整逆台形 130 70 10 178 12 弥生時代中～後期？
上煽19不亨各形 不東幻逆台形 70 55 21 178 00 弥牛時代中～後期？
土堀20不整楕門形 椀形 (192) 70 訟 176~4 弥生時代中期？
十煽i21不整長方形 不整形 198 136 :32 177 94 弥生時代中期
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物

(4)溝

溝 1(第84図）

E群の南東部に位置し、竪穴住居33

を切る。規模は長さ約260cm、幅40cm、

深さ20cmを測る。主軸が等高線に平行

することから段状遺構の可能性もある。

溝の西端には土堀が付設する。遺物は

弥生土器の壺479が出土しており、遺

構の切り合い関係も踏まえると、弥生

時代後期前半に比定される。 （米田）

溝 2 (第84図）

E群の中央部に位置する。規模は長

さ392cm、幅82cm、深さ36cmである。

主軸は等高線に平行する。溝の中央底

面には石が放置されていた。遺物は弥

生土器の高杯480、甕481が出土した。

時期は弥生時代後期前葉と考えられ、

切り合い関係から竪穴住屈31より新し

く、段状遺構4より古い。 （米田）

溝 3 (第85図）

調査区中央部北寄りに位置し、竪穴

住居11に北接する。主軸は等高線に平

行する。長さ268cm、幅28cm、深さ 6

cmを測る。遺物は皆無だが、北西部包

含層に覆われていたため、弥生時代後

期前葉以前と捉えられる。 （米田）

溝 4 (第85図）

調査区北側に位置し、竪穴住居23に

北隣する。主軸は等高線に平行する。

規模は長さ256cm、幅46cm、深さ16cm

である。遺物は認められないが、時期

は溝3と同様に弥生時代後期前葉以前

と位置づけられる。 （米田）

溝 5 (第85図）

調査区南端、 F群の斜面上方に位償し、東から西へ流走する。長さは約6.0mを測る。幅は40-96

cmで、上方は幅が狭く、下方は広がる。深さは最大22cmである。遺構検出時は周辺から弥生土器片か

出土したか、本遺構に伴う遺物はない。時期は埋土から弥生時代中～後期と考えられる。 （米田）
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第 3章 発掘調杏の概要

(5)包含層

北谷部包含層（第 7· 86図、図版17• 18) 

調査区北西部に位置し、海抜高約178mの等高線より斜面下方に堆積した包含層にあたる。謁査区

は南北の岩盤に挟まれた小さな谷地形を星しているため、調査区北西部に厚い包含層か形成されたと

E
 

ン9

褐色上

陪貞色土

賠褐色上 （占珀時代以降）

ー 記名唸払――図 ＄吟·~ソ
482 

褐色」ー（占墳時代以降）

霊色土（弥生時代後期）

悪色上 （弥生時代後期）

灰色上（弥牛時代後期）

暗掲色土（弥生時代後期）

賠黄色上 （弥生時代後期）゜
5m 

485 

~ し、＼
487 

科

＼
 

＼
 

'~

I 

¥
'、̀

9

,
 

＼
 

¥＇ ¥
6
 

,

8

 

4
 

こ~三
488 

~ 三＼
゜

10cm 

科賛
~ 

M11 

゜
5cm 

9
剥

←〉

＇額

493 

。
10cm 犀

第86図 北谷部包含層 (1/150) ・出土遺物 (1/4• 1/2・1/3) 
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第 2節 弥生時代の遺構と逍物

考えられる。第86図の E-F 断面は第 7 図に示した調査区北西部壁面の土層断面であり、第 3~9 層

を中心に弥生時代以降の遺物が出土した。弥生時代中期の土器は壺482、無頸壺483、ミニチュア土器

484、高杯486-490、弥生時代後期の土器は鉢485、高杯491-493である。このほか、磨製石包丁S91、

磨製石包丁の剥離工程未成品S92、砥石S93、不明鉄製品M11が出土している。 （米田）

遺構に伴わない遺物（第87図• 図版16~18)

弥生土器の壺494、甕495、壺の底部496、高杯497-499があり、 496• 497は弥生時代巾期後半、他

は弥生時代後期に属する。ほかにサヌカイト製石鏃S94・ 石鏃未成晶S95、局部磨製の扁平片刃石斧

S96、太型蛤刃石斧の剥離工程未成品S97、磨製石包丁の穿孔工程未成晶S98・剥離工程未成品S99、鋳

造鉄器再加工品M12がある。 S98は表裏面ともに丁寧に研磨されているか、孔は未貫通である。（米田）
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第 3章発掘調査の概要

第3節古墳時代の遺構と遺物

(1)概要

古墳時代の遺構は、前期のたわみ 1、後期と考えられる小竪穴式石室を持つ古墳 1括、土壊墓 3基

を確認した。弥生時代中期から後期は遺跡か集落跡として利用されているが、古墳時代以降は主に墓

域となっている。遺構数も弥生時代と比べると激減している。遺構の配置は、時期がそれぞれ異なる

ものの、調査区の東側に限定される。 （米田）

(2)古墳

0 10m 一第88図 古墳時代の遺構配置図 (1/600)

lo 

D
 181 
3m 

lo 

1 灰黄褐色粘質上 A 

2 暗灰褐色枯貫十

~,., _ _._ "'"'I "'"'"細

B 181.3m 

第89図 1号墳検出時地形測量図 (1/150)

1 号墳（第89~90図、図版10• 19) 

この古墳は調査区中央部南東寄りに位

置する新規発見の古墳であり、「（樋ヶ鼻）

1号墳」とする。主体部は小竪穴式石室

で、平面的にA群の竪穴住居10内に収ま

り、竪穴住居10埋没後、最上屑の凹みを

利用して築造されたと考えられる。

調査前の状況

1号墳が所在する地点のすぐ南側には、

平成13年度に試掘調査でT3か設定され

ていたが、土層（第 7図のA-B断面）

観察では古墳の墳丘と考えられる

士層か認められず、古墳の存在を

窺うことはできなかった。本格的

な調査に着手し、重機によって表

土掘削をした後に、遺構検出する

ために遺構面を掘り下げていた際、

石室石材の一部が見つかり、それ

が小竪穴式石室を構成することが

判町し、ようやく古墳を特定する

に至った。

墳丘・周溝

第89図は 1号墳検出時の地形測

量の状況であるか、墳丘のような

高まりは認められなかった。また

中世の段状遺構10が石室上面のす

ぐ東側に造成されていたことも、
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第 3節 古墳時代の遺構と逍物
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墳丘削平の要因の一つであ

ろうか。調査では石室検出

面において石室を中心に約

14m四方の範囲を精査し、

石室を中心に十字に設定し

たサブトレンチ内の土層観

察を人念に行ったが、周溝

は全く残存しなかった。し

たがって、墳丘の有無、墳

形・規模は不明と言わざる

を得ない。

主体部

主体部は小竪穴式石室 1

枯である。主軸はN-56°― 

W。石室の構造は、小口面・

両側壁に板石を垂直に立て

て箱式石棺状に構築し、そ

~~ 

1 黒褐色十．
（裏込め土、英褐色土塊多）

500 

゜
1 m 

゜
10cm 

第90図 1号墳石室実測図 (1/40)・出土遺物 (1/4)
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第 3章発掘調査の概要

の上面に板石・円礫を一段だけ小口積みにした後、さらにその上を蓋石で覆うというものである。側

壁は一つの石材か不整形、大きさがまぱらで、積み方も統一性かない。そのため基底部の側壁面は歪

み、側壁上端は横目地か通らす、整然とした積み方とは言い難い。両小口面• 北側壁の石材は原位置

を留めていたか、南側の側壁の石材は内側に崩れていた。底面には敷石かあり、東側に大きい板石、

中央部に小さい割り石か敷かれ、東側（斜面上方）が頭位と考えられる。東側の大きい板材は中央部

の小さい割り石と同一平坦面を形成しているため、石枕ではないと考える。蓋石は両小□上にそれぞ

れ1個ずつ原位置で残存しているほか、蓋石と考えられる石材 1個が石室のすぐ東側に転落していた。

石室底面の規模は、内法で長さ 195cm ・輻52~63cmを測る。石室底面から蓋石下面までの高さは40cm

である。墓塙の掘り方底面は長さ 209cm ・幅75~84cmであり、石室は掘り方の際に構築されている。

石室石材の大半は遺跡固辺の岩盤である黒色片岩と同質であるか、 2個は砂岩の円礫を使用している。

遺物・時期

蓋石は大半が外れており、石室内の遺存状態は良くない。石室内埋土は全てフルイ選別したが、弥

生土器片のほか、南壁の東側底面付近で土師器の壷500が出土したにすぎない。時期決定には資料が

乏しいが、石室構造が中原33号墳に酷似し、 5世紀後葉以前の箱式石棺のような整然とした構造では

ないこと、壺500のような土師器か北房町空古墳などで 6世紀後葉以降にも認められること、本古埴

に隣接して 6世紀中葉.7世紀前葉の土堀墓か構築されていることから、総合的に考えて 6世紀代～

7世紀前半の範疇に収まることは疑いない。なかでも隣接地域で一定期間に同一の石室構造を共有し

ていることを前提とするならば、 7世紀前半の可能性が高いことを付け加えておく。 （米田）

(3)燐

墓 1(第91図、図版11・19)

1号墳石室の北西約 6mに位置する。検出面での平面形は約220X 90cmの長方形を呈する。深さは

約40cmを測り、底面は180X 42-53cmで平らである。主軸はN-75°-Wである。底面北縁と西縁で直

線的に黒ずんだ部分が確認でき、木棺の痕跡と推定される。頭位は不明である。東側小口部から須恵

器の杯身501と高杯502か出士した。底面からわずかに浮いた状態で士壊主軸方向に縦に並び、大きく

傾いていないことから、木棺の腐朽に伴って落ち込んだというより、原位置にあると考えられる。時

期は出土した須恵器の特徴から、 7担紀前葉と推定できる。 （物部）
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第 3節 古墳時代の遺構と逍物

墓 2 (第92図、図版11・19)

調査区東側に位置する。平面

形は長方形を呈する。主軸はN-

s1°-w。掘り方上面は長さ190

cm、幅54cmを測り、深さは37cm

残存する。底面は長さ148cm、

輻は復元で32cmを測る。底面巾

央では、須恵器の杯蓋503が内

面が上を向く状態で出土した。

頭位は主軸から斜面上方（南東）

と推測される。時期は 6世紀中

葉に比定される。 （米田）

墓 3 (第93図、図版11)

調査区東側、蛸2の東側に位

閥する。主軸はN-89°-Wで、

ほほ東西に向く。遺物は皆無で

あるが、形態・規模・埋土から

墓 1・2と同様の土堀築の可能

性がある。 （米田）

(4)その他

たわみ 1(第94図）

たわみ 1は、約5.0X 

3.5mの不整形な範囲に

黒色土が溜まっているも

ので、当初は古墳の残骸

の可能性を考えたが、そ

の痕跡は確認されなかっ

た。黒色土中に弥生土器

とともに前期の土師器504

-507が見られる。（物部）

遺構に伴わない遺物

（第95図）

須恵器の杯蓋508• 高

杯509は7世紀前葉に比

定される。 510は須恵器

甕。 511は土師器の甑か

鍋の把手である。（米田）
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第 3章発掘調査の概要

第4節古代以降の遺構と遺物

(1)概要

0 10● 一第96図 古代以降の遺構配置図 (1/600)

段9

一ン

デ

— 1 2 
178.2m 

二0 lm 一1 暗苗褐色十．（流十）2 陪笛褐色土（段状 9の埋土）

ロニー／
512 

。
10cm 

ー 1
181.lm 

三
0 lm 一1 苗褐色十

第97図 段状遺構 9• 10 (1/80)・出土遺物 (1/4)

古代の遺構・遺物は皆無に近

いが、須恵器514か包含層から出

土しているため、当該期の遺構

が周辺に存在する可能性かある。

中世の遺構は、調査区西端と

中央東寄りにおいて段状遺構を

2月確認したのみである。

近世になると、墓地に利用さ

れている。墓は 9悲確認した。

調査区東側に集中し、逆「LJ

字状に整然と配置されている。

調査地は大字の中原地区と三崎

地区の境界にあたり、近世以降

も調査地周辺は墓地として利用

されていたようである。 （米田）

(2)段状遺構

段状遺構9 (第97図）

地山を直角に掘削した段とそ

れに伴う平坦面を検出した。西

～南方は流出している。平坦部

の南西には地山の混ざる締まっ

た土かあり、掘削した土を閥い

て平坦面を広げている。遺物は

ないか、遺構を覆う流土中から

備前焼の揺鉢512か検出された。

遺構の時期は、揺鉢か16世紀第

4四半期の特徴をもつことから

それ以前と考えられる。 （物部）

段状遺構10(第97図）

1号墳の東側を切る。土師質

土器片が出士し、埋士の状況か

ら中世と思われる。 （米田）
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(3)墓

墓4-12

（第98• 99図、第 2表、図版11・19)

逆「LJ字形に配置された 9基の

近但墓を検出した。多くは木棺で、

礫の落ち込みがある。そのなかには

平たい河原石があり、それが水平に

検出されることから、改葬時に安置

したものと仮説を立てたが、掘り返

しの痕跡はなく、やはり棺上に置か

れていたと推定される。蝸 6では直

線状の側板痕跡を確認したか、その

南半は埋葬後の掘削が入る。（物部）

墓8,
ーロー
~ 

In C
/
 

．． 墓 7

~゚ 

r 
塁6 (C-D) _I<__ 

l 黄褐色上

2 H音苗ピ十

3 黒褐色土

簗 7 (A-B) 

1 頴褐色土
2 黄褐色土（地山塊多）

3 陪笛色土

4 黒褐色上

苗褐色十

陪英褐色土

7 苗色十（地巾塊多、埋め十）

/o 

1 賠黄渇色上

B 180.3m 

lm 

第2表墓4-12一覧表

B
-

l 陪辺色土

墓10

180.2m 

1 黄褐色上（地山塊多）
苗褐色十．

3 出2層のクライ化

第98図墓 4~12 (1/40• 1/20) 

遥構名 甲面形 断面形
規校(cm)

人骨 出土遥物 時期 備考
長軸短軸深さ

簗 4 不埜桔月形 逆台形 (145) 106 41 無 近且 石

墨 5 方形 和形 102 94 祠 有 棺金具・釘、煙管、数珠 I、18C後半 石
禁 6 不略楕円形 逆台形 158 109 47 無 近付 石、棺痕跡

塁 7 不整円形 逆台形 135 124 78 糾 近世 棺辰闘

塞 8 円形 辿台形 紐 50 25 無 内磁（肥前） 17C後T
簗 9 円形 逆台形 93 90 62 無 十製品（人形） 近且 石

昂10 円形 逆台形 9fi 92 55 皿 棺釘 近世 石

募11 不整円形 逆台形 73 船 25 無 近付 石

塁12 長力形 箱形 118 58 20 皿 近世

＋
 

｀
胃

／
〗十

M18 
0 21JCII 一180.4m 1 茂褐色上
2 暗苗褐色十

3 賠褐色土

180 3m 

1 位褐色上

2 I火黄巳十（地山礫多）

口一
180.0m 

讐
l 褐色土

2 黄色上

3 晶色十（地山礫多）

墓12

179.6m 

m 
1 暗苗褐色十．

2 黒褐色土

3 苗喝色十
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゜一5cm 第99図墓 5• 8 -10出土遺物 (1/3• 1/1・1/4)

た「—~~_----d' ｀ 廿〇伍
514 〗の—じ’’ 固
＼ ~ こ 518 M21 M22 

—— 0 5cm 
ー ここ 517 I''''I  

515 

~./ I 
516 M23 

Q 10cm 519 0 5cm 

第100図遺構に伴わない遺物 (1/4• 1/3• 1/2) 

遺構に伴わない遺物（第100図、図版19)

514は須恵器の杯身で、 8 世紀後半に属する。 515• 516は土師質土器椀で、焼成不良である。 517は

中国龍泉窯の青磁碗で、釉は松葉色を呈し、 14世紀後半から 15世紀中薬の特徴を持つ。 518• 519は16

世紀末葉から17世紀初頭の備前焼の揺鉢である。鉄製品は釘状のM21と器種不明M22がある。 M23は

寛永通賣で、銅ー文銭の新寛永である。 （米田）
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第 1節発掘調査成果

第4猷 まとめ

第 1節発掘調査成果

(1)遺構について

本調査では、弥生時代の竪穴住店35軒（円形24軒・方形11軒）・段状遺構 8 基• 土塙21犀•溝 5 条・

被熱面 1 面、古墳時代の小竪穴式石室 1 基•土塙墓 3 枯、中世の段状遺構 2 基、近世墓 9 基を確認し、

樋ヶ鼻遺跡は弥生時代の集落跡、古墳時代後期の鱗、近世の墓地であることが判明した。

弥生時代

樋ヶ鼻遺跡において集落か形成されるのは、弥生時代巾期後葉になってからであり、後期巾葉まで

連綿と集落が営まれる。第101図• 第 3表は弥生時代の主要遺構の変遷を模式化したものである。

中期後葉は、 A群に円形の竪穴住居、 D群に長方形・円形の竪穴住居、段状遺構、 E群に方形の竪

穴住居を配置している。 A群は10軒の竪穴住居が重複し、竪穴住居 1→ 2→ 3→ 4→ 5→ 6→ 7→ 8

→ 9→ 10の顧序で連続的に建て替えられている。中期後葉の新段陛に竪穴住居10か廃絶した直後は、

第101図

第 3表 樋ヶ鼻遺跡における弥生時代主要遺構の変遷

遺＼構
弥 生 時 代

中期後葉 後期前葉 後期中葉

円形住居群 A群 ~ B群 ~ C群~ 

貯蔵穴 住居 1~10 → 土塙 2~5 住居11~15 住居16-19
--------------------------------------------------- -------------------------------------------------- •--- •--- •--- · ---------------------------------------------------------------------------------------

D群
住居20→ 21→ 22 

小円形住居 住居23~27 I~ E群 ． F群~ 

長方形住居 住居28→ 29 住居31・段状 3→ 段状 4 住店34→ 段状 5→ 段状 6
段状遺構 段状 1→ 2 且姓犬 7、()'斐斗犬 8)

E群
住居~o （住居32• 33) 住居35

I 

※ A・B・C群内の竪穴住居の変遷は、遺構No.の小さいものか占く、 No.か人きいものか新しい。
~：各群の変遷、→ ：各群内の遺構の新旧関係を表す。
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第4章まとめ

貯蔵穴の土城 2~5 を意図的に配置している状祝が見てとれる。

後期前葉になると、円形の竪穴住居はB群、長方形の竪穴住居、段状遺構の主体はE群に移る。 B

群は 5軒の竪穴住居か重複し、後期初頭に竪穴住居11を構築、後期前薬のなかで竪穴住居12→13→ 14 

→ 15の順に建て替えている。竪穴住居11は焼失住居で、炭化材・焼土塊か良好に残存しており、壁材

の一部と考えられる炭化材と掘り方との間に裏込め土があることを確認した。竪穴住居12→13は規模

か径 5mから 7mへ拡張し、竪穴住居14• 15までその規模を維持する。 E群には長方形の竪穴住居31、

段状遺構 3・4が配閥される。またE群には後期中葉以前の竪穴住居32・33があり、ともに床面中央

に被熱土堀を有し、形態・規模• 主軸が同一である。なお、後期以降は貯蔵穴か認められない。

後期巾葉には、円形の竪穴住居が C 群• 竪穴住居35、段状遺構がF群に限定される。 C群は竪穴住

店16→17→ 18→ 19の順番で建て替えられ、斜面上方から下方へ移動し、規模は径4.0m弱から5.5mへ

拡張している。また F群には小規模な円形の竪穴住居34、段状遺構 5~7 が構築されている。 C 群の

竪穴住居19上層からは弥生時代後期後葉の土器か出土しており、調査地周辺に後期後葉の遺構が存在

する可能性もあるが、弥生時代後期中葉をもって集落が廃絶すると現時点では捉えている。

以上のように、弥生時代の集落は、弥生時代中期後葉から後期中葉にかけて連続して営まれている。

円形の竪穴住居はA•B•C群、長方形の竪穴住居、段状遺構は D•E•F群に各時期でまとまって

配置されている。時期別に各群をまとめると、弥生時代巾期後葉はA•D•E群、後期前薬は B•E

群、後期中葉は C•F 群となり、特に円形の竪穴住居群はA群→ B群→ C 群と移動していると復元で

きる。 A・B・C群の円形竪穴住居は複雑に重複しており、切り合いの状況から各群内の同時併存仕

居は 1軒で、連続的に建て替えられたと考えられる。 A群は中期後半に10軒、 B群は後期初頭から前

葉に 5軒、 C群は後期中葉に 4軒の竪穴住居が存在しており、各竪穴住居がほば同一期間存続してい

ることを前提とするならは、その建て替え回数から、弥生時代中期後葉から後期中葉の時間幅をある

程度推測することが可能であると考える。また、本遺跡では時期を越えて同一住居群内に建て替え・

拡張を行っていないことか確認できたことも大きな成果と言える。

古墳時代

古墳時代の遺構は、小竪穴式石室を持つ 1号墳、 6世紀中葉.7世紀前半の土塙墓3基であり、墓

域として利用されている。 1 号墳の主体部は小竪穴式石室で、箱式石棺様の上面に板石・円礫を 1~

2段だけ小口積みにしたものである。墳形・規模は不明、副葬品は土師器500のみである。樋ヶ鼻 1

号墳の主体部のような小竪穴式石室の構造は、 5担紀後半の中原古墳群や旦山 3号墳のような整然と

した箱式石棺とは大きく異なる。樋ヶ鼻 1号墳の時期決定には資料不足の感か否めないが、主体部が
(4) 

中原33号墳に酷似していること、土師器500が北房町空古墳出土の壺 (6世紀後半の高杯と共伴）に

型式が繋かる可能性があることなどから、 7世紀前半として捉えるのが妥当であると考える。近隣の
(5 J (6) 

古墳をみると、木谷古墳群、中原25• 26号墳、旦山 4号墳、奥田古墳では、いずれも横穴式石室を埋

葬施設としている。 6世紀後半から 7世紀前半にかけて横穴式石室が盛行する隣接地域において、樋

ヶ鼻遺跡では単体の埋葬施設のみを限定している点が特徴としてあげられよう。

中～近世

本遺跡は篠向城の北東麓に位置するが、中世は段状遺構2基のみで、関連遺構・遺物は皆無である。

近世になると、調査区の北東部で墓9基が整然と配されている。近隣では先旦山遺跡、野辺張遺跡、
(8 l 

水神ヶ硲遺跡でも近世墓が群をなしており、集落から若干離れた低丘陵上に墓地か形成されている。
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(2)遺物について

調査の結果、種々の遺物か出土したが、主体となる弥生時代の遺物について次に触れる。

弥生土器はA•B•C群の円形竪穴住居を中心に、弥生時代中期後葉から後期中菓の土器か出士し

ている。いずれも一括性の高い土器群とは言えず、各住居には混人した土器も認められるが、おおま

かに各小様式の様相を窺うことかできる。特にB群は後期初頭から前葉に 5軒の竪穴住居が連続して

建て替えられており、高杯などは型式組列を追うことが可能である。また特異な弥生土器として、黒

漆様樹脂か塗布してある土器片29・壺370、1S」字状渦文がスタンプされた壺264が注日される。ス
(9) (10) 

タンプ文土器は、久世町では五反遺跡、旦山遺跡でも出土しており、本遺跡で町内 5点Hである。

石器は弥生時代中期後葉から後期巾葉のものか大半を占める。本来ならば、各時期ごとに石器の組

成を検討すべきだが、時期が特定できる石器か少ないため、遺跡全体としてまとめる。第 4表は石器

の各器種の出土数・組成比を示したものである。器種

では磨製石包丁•扁平片刃石斧の比率か高い。また砥 第4表 樋ヶ鼻遺跡における石器の器種組成

石の出土数も15点と多く、全体的に使い込まれている

ものが目立つ。打製石器はサヌカイト• 黒瞳石、太型

蛤刃石斧は玄武岩、扁平片刃石斧・磨製石包丁は緑色

片岩•黒色片岩、砥石は流紋岩か主に使用され、器種

によって石材がほば選択されている。第 5表は石器石

材の総出土数• 重量比を示しており、磨製石器の主石

材である玄武岩・緑色片岩の重量比は63%・29%と高

い。サヌカイトは約506g、黒曜石は約1.6gと全体の

6%に過ぎず、これらの製品は小形品に限定される。

磨製石包Tは、未成品 8点・完成品 5点が出土して

おり、原石・剥離・研磨・穿孔工程の未成品が認めら

れることから、遺跡内で一貫して製作されていると考

える。製作技術の特徴として、研磨か穿孔に先行する

ことや、初孔部に敲打を行わないことかあげられる。

秤別 什材 機能分類 器秤 未成品完成品 総叶： 比率

原わ 5 5: 5 9% 
歴製 玄武宕 伐採・ 太型蛤刃石斧 2 2 4: 4 7% 
石器 緑色片岩 加工貝 扁乎片刈石斧 4 4 8: 9~% 

収槌只 磨製石包I 8 
＂ 
13: 15 3% 

黒曜石 狩猟具・ 石録 1 1: 1 2% 

打製
武器 石鉄 4 13 17: 200% 

石席 サヌカイト 加T具l
石錐 3 3: 3 5% 
楔形石器 4 4: 4 7% 

加上自 扁了片刃石斧？ 1 1: 1 2% 

砥石 16 ];i: 17 6% 
加工貝2 叩石 2 2: 2 4% 

その他
台仁 7 7: 8 2% 

調旺只 控仁 1 1: 1 2% 
竹猟具・凪器 投弾 3 ぷ :35% 
漁拇具 石錐 1 1: 1 2% 

総汁 23 62 85: 100% 

器種組成

3% □ 狩猟具•武器

贔i,~
回収穫具

E伐採斧
口加工斧

図加工具1

11% 5% 
図加工具2

口その他

(11) 

弥生時代の鉄器は計12点出土した。特に鋳造品は 4 第5表 樋ヶ鼻遺跡における石器の主要石材号1c:翡

点あり、なかでもM3は施溝して再加工し、、に転用

している。なお、本遺跡の鉄器出現は弥生時代後期初

頭である。後期前葉までは竪穴住居15などで石鏃．扁

平片刃石斧が残るが、後期中葉以降には磨製石包丁以

外の石器が終息することから、後期中葉を画期に利器

の鉄器化が進んだとみる。

また弥生時代後期初頭の竪穴住居11(焼失住居）か

らは、炭化したダイズ684粒• アズキ約13粒・イネ 3粒

などの穀物種子が出土しており、特筆される。 （米田）
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い材 じ為 剥片 総計 王量比

緑色片宕 -----------1-4 -............... 7 .............2..1 . 
2315.37 g 158.15g 2473.52g 28 75% 

黒色片岩
7 ----------------- 7 ------ ------- ----------------

2.19% 188.12g 188.12g 

玄此岩
5 ,10 15 ------ ------- ---------------- ----------------

63.16% 包851.90g 1581.68g 513'.l.58g 

サヌカイト
25 256 281 ------ ------- ---------------- ----------------

5.88% 139.13g 367.02g 606.15g 

黒曜石
1 1 2 
0 18g l 12g l続5g 0 02% 

※石器は打製石器•石斧•石包」を対象とした。

石器石材重量比

ニニ~I0 1 4 6 8 10 11kg 
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第2節 久世町中原地区周辺における弥生時代の集落変遷

樋ヶ鼻遺跡の周辺では、真庭産菓団地の建設に伴って、旦山遺跡・惣台遺跡・先旦山遺跡・野辺張
(12) 

遺跡など、弥生時代巾期から後期の集落跡の発掘調査が相次いだ。そこで、周辺遺跡の調責成果を踏

まえつつ、久世町中原地区周辺に展開する弥生時代集落の変遷•動向を探りたい。

(1)各集落について

まず、各遺跡の立地、弥生時代のt要遺構の確認数・消長・配置について検討する。

弥生時代の集落を構成する要素は多岐にわたるか、今匝は竪穴住店・貯蔵穴•土堀墓を対象とした。
(13) 

第 6表は、各遺跡における円形の竪穴住居数を時期別に分けたものであり、各時期の住居（群）数・の

ベ住居数を併記した。住居（群）数は同時期の最大住居数（同時併存ではない）を示し、のべ住屈数は

各時期の時間幅のなかで存続した住居の総数を表している。したかって、各枠内の両住居数の格差が

大きい場合は住居の建て替え・拡張か多く行われたことを示すと考える。さらに、第102図は各遺跡

における竪穴住居・貯蔵穴の配置・時間的変遷を模式化したものであり、竪穴住居の扱いについては

第 6表に準拠している。次からは第 6表・第102図をもとに、中原地区周辺における各集落の様相に

ついて要約する。なお、樋ヶ鼻遺跡については前節をもって換える。

旦山遺跡の弥生集落は中期後葉から後期後葉まで連綿と営まれ、集落域は最も広大である。この間
cw 

の竪穴住居はのべ77軒、段状遺構15基、貯蔵穴128枯に及ぶ。竪穴住居を時期別にみると、中期後葉

から後期前葉は 4-5軒が丘陵斜面部に散見される。後期中葉には11軒に増加し、ほは同一海抜高に

直列して配置されていることから、意図的な遺構配置の兆候が認められる。また当該期には丘陵の最

高所に土塙墓 5基が群をなし、塵域を限定して形成している。後期後葉には竪穴住居が約18軒に急壻

し、集落の最盛期を迎える。竪穴住居は丘陵頂部に集中しており、その配置は規制されていた可能性

かある。貯蔵穴は長方形と円形のものがあり、この形態差は中期から後期前葉は長方形、後期中葉か
(15) 

ら後葉は円形が多いことから、時期差と捉えられている。貯蔵穴の配置は、中期後葉から後期前葉は

集落内に散在する傾向にあるか、後期中葉以降は大形の竪穴住居を外周するように配されたり、特定

の竪穴住居内に集中して重複するようになり、円形住居と同様に遺構配置に規制が設けられていたと

考えられる。また大形の竪穴住居については、その突出した規模から、首長層の住居と安易に捉えら

れる危惧もあるが、多量の鉄器を保有する竪穴住居19• 35や、多くの貯蔵穴か付設・集中している竪

穴住居21 ・ 26• 33を見る限り、首長層の存在を裏付ける根拠を見出し難いため、大形住屈の中には集

第6表久世町中原地区周辺における弥生集落の円形竪穴住居数

こ 中期 後期
総計

後葉 前葉 中葉 後築

旦山遺跡 4/4 5/ 9 11/26 18/38 1/2 39/ 79 
野辺張遺跡 7/10 1/ 1 3/10 11/ 21 
先旦山遺跡 4/ 5 2/ 4 6/ 9 
惣台遺跡 1/ 1 5/ 5 2/ 2 8/ 8 
樋ヶ鼻遺跡 4/13 1/ 5 3/ 6 8/ 24 
総計 9/18 22/34 17/37 23/50 1/2 72/141 
※枠内の放値は、住居（群）数／のべ住居数を表す。
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第102図 久世町中原地区周辺における弥生集落の遺構配置・変遷 (1/1,500・1/7,500)
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第4章まとめ

している。しかし直ちに衰退し、中葉から後葉にかけては、うち 2軒か存続するのみである。貯蔵穴

は、 2~3 軒の竪穴住居に集中して重複している。

先旦山遺跡の集落は、後期前葉から中葉の短期間に営まれている。 1区では竪穴住居のべ 9軒、段

状遺構 l腿が確認されている。後期前葉は 1区で 4軒、 2区で 1軒の竪穴住居か配置されるか、中葉

になると、うち 1軒のみか存続し、集落は急速に衰退する。 2区の竪穴住居 1軒は、ほかの遺跡から
(16) 

比高差20~30mの高所に造営されており、見張り台的な機能が想定されている。貯蔵穴は 1 区丘陵頂

部の竪穴住居間にまとまって配置されているが、特定の竪穴住居に近接するという状況ではない。

惣台遺跡は、樋ヶ鼻遺跡と同一丘陵北斜面に立地する。弥生時代の遺構は、竪穴住居のべ 8軒、段

状遺構2埜、貯蔵穴16基が確認されている。弥生集落は中期後葉は 1軒であるか、後期前葉になると

5軒に急増し、後期前葉にピークを迎える。中葉から後葉までは衰退傾向にあり、うち 2軒か存続す

る。また貯蔵穴は、竪穴住居とは離れた地点に集中して偏在している。

(2)弥生時代の集落変遷

以上が各遺跡における主要遺構の変遷・配置状況であるが、次に遺構数の増減、時期的消長を遺跡
(17) 

間で検討する。第103図は、第 6表をもとに、各集落の消長を概念的に表現したものである。

中期後葉から集落が営まれるのは旦山遺跡・惣台遺跡・樋ヶ鼻遺跡であり、いずれの遺跡も 1-3 

軒の竪穴住居しか存在していない。各遺跡の竪穴住居の建て替え数から察して、樋ヶ鼻遺跡の弥生集

落は旦山遺跡・惣台遺跡よりも中期後葉でも古い段陛に集落を形成したと考えられる。後期前葉にな

ると、旦山遺跡・樋ヶ鼻遺跡は中期後葉と同様な遺構数・配置状況を示すが、惣台遺跡では遺構数が

急増している。また、野辺張遺跡・先旦山遺跡では 6軒前後の竪穴住居が造営され、新たに集落が形

成されており、惣台遺跡と同様に盛行している。後期中葉になると、樋ヶ鼻遺跡は前段階と大差ない

か、野辺張遺跡・先旦山遺跡・惣台遺跡は、前葉と比べると竪穴住居か 1-2軒に激減するだけでな

く規模も縮小し、集落は衰退傾向にある。これらの遺跡とは逆に後期中葉の旦山遺跡では、竪穴住居

か10軒と前葉の約 2倍にI曽え、竪穴住居・貯蔵穴か意図的に配置され始める。また当該期の旦山逍跡

では、丘陵頂部に墓域（土壊墓群）が形成されている。後期後葉になると、樋ヶ鼻遺跡・先旦山遺跡で

は集落が廃絶し、野辺張逍跡・惣台遺跡は中葉と同様に衰退傾向にある。一方、後葉の旦山遺跡では、

住居数が21軒と中葉のさらに 2倍近くまで急増し、丘陵頂部に竪穴住居か集中するように規制されて

いたと考えられる。このように後期中築から後葉にかけて、旦山遺跡以外の集落が衰退・廃絶する一

方で、旦山遺跡では遺構配置か規制され、遺構数か激増して最盛期を迎えているという現象は、周辺

の集落が集約されて旦山遺跡に大集落を

形成したかのように見受けられる。

また当地区の集落では、後期以降、鉄

器の普及か急速に進むか、後期巾葉から

後葉を画期として鉄器の保有量にも変化

が生じている。樋ヶ鼻遺跡は前葉• 中葉

に各5点、惣台遺跡は前葉・後葉に各 2

点であり、ほほ一定の保有量を示す。一

方、旦山遺跡は、前葉・中葉は各 1点で

遺跡名

惣台 樋ヶ鼻時期~ 旦山 野辺張 先旦山

中 後 I 

一
期 葉 ロ D 

塁
後期1 葉中
後
葉

第103図久世町中原地区周辺における弥生集落の消長
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あるのに対し、後期後葉になると14点に激増しており、明らかに後期中葉から後葉を画期として、鉄

器の供給量に変化が生じ、ほかの遺跡よりも旦山遺跡が鉄器の保有に優位であったことが窺える。

以上のように、中原地区周辺に展開する弥生集落は、中期後葉から後期荊薬までは各集落か同一規

模で、貯蔵穴群が各集落に認められることから、集落間か一定の関係を保ちつつも、個別の共同体を

形成していたと考えられる。しかし後期中葉になると、集落形成に画期か認められ、それまでの諸集

落が集約・再編され、旦山遺跡を中心とする一つの集落のまとまり（ムラ）が形成されたことが想定

される。本節では、巾原地区周辺の弥生集落の主要遺構を中心とした分析に留まったか、詳細な遺物

からのアプローチも必要である。また久世町内には、五反• 大旦地区を中心とする拠点的な集落をは
(18) 

じめ、中期後半以降、各地に弥生時代の集落が展開している。今後はこうした周辺地区の弥生集落の

動向も踏まえていく必要があり、別稿に期したい。 （米田）

註

(1) 福田正継•山靡康平「中原古墳群」『岡山県埋蔵文化則発掘調査報告』 93 岡山県教育委員会 1995年

(2)福田正継「旦山占培群」『岡山県坪蔵文化財発掘謁査報告』 136 岡山県教育委員会 1999年

(3)註 1文献に同じ。

(4) 田仲満雄•松本和男「空古墳」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 11 岡山県教育委員会 1796年

該当する上師器の壺は第24図-161である。

(5)福山正継「木谷古墳群」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 93 岡山県教育委員会 1995年

(6)幅FR正継「虞田古墳」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 136 岡山県教育委員会 1999年

(7)福田正継「先旦山遺跡」「野辺張遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 136 岡山県教育委員会 1999年

(8)浅倉秀昭「水神ヶ硲遺跡」『岡山県坪蔵文化財発掘謁杏報告』 136 岡山県教育委員会 1999年

(9)松本和男「久世町内の弥生時代遺跡」『久世町史』久世町教育委員会 1975年

P53-54にh反地区出十の「S」字状渦文のスタンプをもつ弥生十器（「後期後葉」とある）か掲載されている。

(10) i友倉雰昭「旦山遺跡」『叫山県埋蔵文化財発掘調査報~I; 』 136 岡山県教育委員会 1999年

第151図 268、第181図-337、第266図-485は、いずれも後測の「S」字渦又スタンプであり、原体は全て異なる。

(11)本追跡出土の弥生時代の鉄器については、村上恭通氏に実見していただき、挿々の御教示を得た。

(12) a. 伽田正継• 浅倉秀昭「旦山遺跡・惣台遺跡・野辺張逍跡・先旦山遺跡・旦山古墳群・澳田古墳• 水神ヶ 11俗

逍跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 136 岡山兒教育委員会 1999年

b. 扇崎由「旦山遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 161 岡山県教育委員会 2001年

(13)竪穴{l居の数・時期については、基木的に「報告書」に準しているか、中観によるところも多い。建て替えの

ある竪穴住居や複数の時期にまたかる土器か出土している場合は、樋ヶ鼻遺跡の調査成果から竪穴住居群は同一

時期に収まる可能件か高いことから、最新段階の時期を招穴住居群の時期として採用した。また喫穴住居数につ

いては、根拠か不明確な竪穴仕居の建て替え・拡張は省略し、その数え方については韮準を統一したため、遺跡

間を比較する場合には差し支えないと考える。

(14)貯蔵穴は、断面形か袋状・垂直に寸ち上がるものなと、確実に貯蔵穴と判断されるものを対象とした。

(15) i文倉秀昭「第 3章日山遺跡第 6節小結」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 136 岡山県教育委員会 1999年

(16)許 7文献に同し。

(17)円形の竪穴住居数やその消長が集落の仝休像を示すものてはないが、円形の竪穴住居は集落内における居住空

間の中心的な役割を担っており、竪穴住居以外の段状遺構・貯蔵穴• 土壊崩などの集落の構成諸要索も、竪穴住

居に対応するように追構数・消長か変化している可能性か高いと考える。

(18) 久世町内の弥生集落は、五反• 大旦地区ては弥生時代前期末から後期末まで連綿と集落か営まれているか、余

野• 江森地区、樫内・上野地区は中期後半から後期加葉、宮芝• 小谷・三坂地区、草加部地区は後期前葉から中

簗、惣• 富尾地区は中期中菜から後期前菜を中心に集落か営まれている。

松木和男「久世町内の弥生時代遺跡の展開」『久世町史』久世町教育委員会 1975年
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付載 自然科学的分野における分祈．鑑定

樋ヶ鼻遺跡出土の炭化穀物種子について

小西猛朗（元九州大学）

椿坂恭代（札幌国際大学／博物館）

米田克彦（岡山県古代吉備文化財センター）

はじめに

樋ヶ鼻遺跡は岡山県久世町中原に所在し、弥生時代中期後葉から後期中葉を中心とする集落跡であ

り、弥生時代後期初頭の竪穴住店11の床面直上から、炭化穀物種子（以下、種子とする）か 1か所に

まとまった状態で出土した。竪穴住居11は焼失住居であり、試料である種子は被熱によって大半が破

裂・変形し、遺存状態は良くない。しかし種子を観察した結果、種類が同定できたので報告する。

2 方法

発掘調査では種子がまとまった状態で出土したことから、周辺の埋土ごと種子を一括して採取した。

試料は0.5mmメ、ノシュのフルイを最小単位とし、水洗選別を行った。次に、全種子の中からはほ原形

を留めているものや、種類か同定できそうな試料を抽出し、同じ大きさ・形状のものに大別した。

試料の観察• 同定は、まず小西が行い、破裂したダイズの中から観察可能な試料を抽出した。そし

て椿坂はダイズ（小西抽出試料） ・アズキを精査し、同定を行った。観察はともに実体顕微鏡を用い

た。なお、最終的な種子の同定は、小西・椿坂両者の協議• 合意によるものである。

3 観察結果

観察の結果、マメ類ダイズ684粒、アズキ約13粒、イネ科イネ 3粒の計 3種が同定された。以下に

同定の根拠となる形態的特徴をあげる。なお、各種子の計測値は第13表（図版20)に示している。

(1)マメ科

①ダイズ (Glycinemax Merr.) 

試料は被熱によって黒色化し、海綿状に膨らみ原形をとどめているものは皆無である。破裂の強弱

によって粒の大きさが異なる。ダイズと考えられる試料の中から観察可能なものを約60点抽出して精

査した結果、 2点にマメ科の特徴であるヘソと発芽Dとなる珠孔の部分か確認できた（図版20―試料

1・2)。初生葉は被熱のため欠落していたが、ヘソの位置とヘソの形態の特徴からダイズの可能性

か高いと考えられる。

②アズキ (Vignaangularis(Wild)Ohwi et Ohashi) 

試料は被熱によって炭化しており、黒色を呈する。完全な形に近いもの 4粒、半割状のものを約 9

断片確認した。粒は長さ 5.3~6.8rnrn、幅3.5~4.4rnrn、厚さ 3.7~4.4rnmで、被熱による変形は少なく、原

形に近いが、全体的に遺存状態は良くない。いずれの試料もマメ科の特徴であるヘソの部分が剥離し

ていたが、試料 3ではアズキの初生葉を確認した。また試料 4は初生葉が欠落していたが、アズキ特

有の初生葉の痕跡が確認できた。以上のことから、これらの試料はアズキと判断される。

(2)イネ科イネ (Oryzasativa L.) 

イネ種子は被熱によって炭化し、黒色を呈する。種子選別時は完形 1粒、破片 2粒の計3粒を数え

たか、観察に耐えるものは 1粒のみである。計測値は長さ4.7mm、幅2.8rnrn、厚さ1.7mmである。
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4 考察

本報告において特筆されるのは、イネ 3粒とともに検出したダイズ684粒とアズキ約13粒のマメ類

である。 3種の種子は 1か所にまとまって出土しており、有機物（袋か）に包蔵されていたと考える。

全国的なマメ類の出士例をみると、縄文時代は早期から晩期まで 8例、地理的には北洵道から九州

まで散見され、アズキの仲間か大半を占める。アズキの祖先種はヤブツルアズキであり、日本や韓国
(2 J 

では半野生のノラアズキの段階を経て、アズキが栽培化されたと考えられているが、縄文時代のアズ
(:l) 

キが栽培種か野生種か判断できるデータは得られていない。弥生時代になると、西日本でもマメ類出

土例が増え、前期は10例で福岡県・山口県に限定される。中期は 9例で長崎県から徳島県まで前期よ
(4) 

り若干広がる。後期は 8例あり、静岡県・東京都・群馬県などの東日本まで分布が及んでいる。

岡山県内では弥生時代の炭化穀物種子を検出している遺跡は意外と少なく、管見によると、第 7表
(5) 

のとおりである。弥生時代前期は 1例、中期は 6例、後期は21例であり、中期から後期にかけて大幅

に増加している。穀物種子は炭化米が大半を占めるが、後期には炭化米とともにアワ・ヒエ・キビ等

の検出例も壻えている。

本調査で炭化穀物種子を検出した竪穴住居11は焼失住居であった。焼失住居は、こうした白然遺物

が良好に残存していることか予想されるため、発掘調査時の床面精査はもちろんのこと、こうした微

細の遺物がたとえ目に触れなくとも、床面付近の覆土を採取し、フローテーションを試みることを習

慣づけたいものである。こうした調査の積み重ねにより、先史時代の食生活• 生業をより具体的に復

元でき、ダイズ・アズキの栽培化を解明することか可能であると考える。

引用文献

(1)吉崎昌ー・椿坂恭代「先史時代の百類について一考占植物学の＂場から」『豆類時報』 No.24 2001年

(2)山口裕文「照菜樹林文化か育んだ雑百“あすき"と祖先種」『雑穀の自然史』北海道大学図書刊行会 2003年

(3)吉崎昌ー「先史時代の雑穀：ヒエとアズキの考古植物学」『雑殻の自然史』北屈道人学図害刊行会 2003年

(4) 寺1R蔦• 寺沢知子「弥生時代植物直食料の基礎的研究―初期農耕社会研究の前提としてー」『橿原考古学研究

所紀要考古學論孜J]第 5冊 奈良県立橿原考古学研究所 1981年

(5)埋蔵文化財研究会『第50回 埋蔵文化財研究集会 環境と人間社会」発表要旨集・資料データベース 2001年

以上の文献、註4文献のほか、岡山県教育委員会『岡山県埋蔵文化財報告』 (1971年）、岡山県教育委員会『岡

山県埋蔵文化財発掘凋査報告』 157• 165• 173の成果を加えた。

第7表 岡山県内における弥生時代の穀物種子一覧表 （一部に古墳時代を含む）

造跡名 所在地 迫構など 時期 品目 敷呈 文献 遺跡名 所在地 逍榊など 時期 品目 数量 文献

溝14 中期飢乎 炭化米 16 オノ冗井戸 Ill 後期 l 炭化米 1 

妍町造 跡 岡山巾
溝12 後期末 炭化米 1 県l

上）$,7 後期前半
炭化米 1 
アズキ 1 

包含層 前期
炭化米

S13年謁直
ヒエ

亀）l[P-1 後期 r~rr
炭化米 161 
玄米 2 

吊）IIP-2 後期 r~rr
炭化米 29:1 
玄米 1 

亀/l[P-,'l 硲叫 1-ll炭化米 104 県2
北池十涼 2 後期ll-lll炭化米

瞑160
北池十踪 7 イヽ 町 炭化米

津烏遥跡 岡山市
叫遺 1 後期 炭化米

珀/IIP-4 飴叫 1-ll炭化米 2fi 

I東造跡 倉敷市 オの町F-ト 後期W
炭化米 多頑

アワ

池 1 1[1期後半 炭化米
県17り

十堀10 後期W 炭化米 22 7腐
オの町］入ホ 後期III

炭化米 6 
アワ 7 

十堀67 （占墳~IJ期 II) 炭化米 10 6似 炭化米 13 

南方遺跡 岡山市 泥炭地 中期
炭化米

仕椋1971
ムギ

亀/II井戸P-2 後期III アワ 1県16
ヒエ 2 

炭化米 364 

川人造跡 岡山市 大井坦）’凸 I地区 後期m アワ 108 
限16101 炭化菜―

．．．．．．．．．5．3 ． 
岐止場状遺構 後期

イネ
阻157

アワ

抑入凸選跡 津山巾• 7号仕居跡 1[1期後半 炭化米 旦3
アワ 3 六沿丁場涅跡 鏡野町 上塙 7 後期以月lj 炭化米 約23悶県165

怒穴什居36 後期人 炭化米 宮尾逗跡 久米町消 巾期後半 炭化米 l旦4
駆穴仕居~7 古墳初碩 炭化米 頌家屯跡 久米町 第31号什居跡 後期初頭 炭化米 18斗旦8

足守111/Jll戊B造跡 岡山市
堅穴什居93 古墳初割 炭化米

限94
上牒49 後期 ~lj半 炭化米

w心部 大佐町 ピット 2 古墳初頭 炭化米 県坪又1971
桃山消跡 北房町 802什居跡 後期初頭 キビ l旦12

上欺88 後期後半 炭化米

上闊126 後阻u、 炭化米
※文献の―爪」は「岡巾原J里成文化財充屈団令報化1、―原埋人」は「間山咽埋I成文化財報告_cJII各。

ダイズ 68~ 
阻（木183 樋ヶ己消跡 久柑町 竪穴什居11 後期初唄 アズキ (13) 

炭化米 :1 
報cil
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付載 自然科学的分野における分祈・鑑定

樋ヶ鼻遺跡出土の弥生土器に付着固化した黒漆様樹脂の分析

北野信彦（くらしき作陽大学）

分析結果

調査を行った黒漆様樹脂は、一部漆樹液か溜まって固化した際にできる 「ちぢみムラ」現象が観察

された。 FT-IR分析の結果では、 3430、2920-2930、2850、1710-1720、1620-1630、1440-1450、

1260、1080cm1 (波数）前後に特徴的な吸収を示した。標準試料である現代の日本産漆（浄法寺漆：

第104図—④)は1710-1720、 1630、 1450、 1260cm ― 1 に、膠は1650、 1540、 1330、 1240cm ― 1 に、参考で

このため本試料は、はあるか油脂類（エゴマの場合）は1730、1460、1240cm―lに特徴的な吸収を示す。

No. 1・No. 2に若干のスペクトル吸収の差はあるか、いずれも「漆Jであると同定した。

次に、 これら黒漆様樹脂断面を顕微鏡観察すると、いずれも平滑な塗膜層を星しているか、空気抜

け穴状の球状抜け穴痕痕跡は確認されなかった。 ただし、 No.1試料は、漆塗膜内に比較的多くの央雑

物を含んでおり、 No.2試料は比較的スムーズの状態であるため、両者ともに漆の状態は異なる。

点が赤外吸収スペクトルにおける若干の差異に反映されているのであろう。

この

（分析方法）

試料は本書第16図ー29(No.1-1 : 内向、ー 2: 外向）、第61図ー370(No. 2)の3点てある。蛮膜向の成分については、フーリエ変換型赤外分

光光度計 (FT-IR)(日本電子製JIR-6000型）を使用して顕微赤外）又射法およびKb1錠削法により測定した。測定は分鮒能 4cm 1、波長領域400

-4000cm―’て行った。また内部状態については、黒漆様樹脂の lmmX3mm程度の剥落片を採取し、エポキシ合成樹胆に包埋した後、新向を研磨

した。この断面蔽属試料の杢膜およひ内部状態について、金屈顕微鎧による XlOO、X200倍の落射観察を行った。
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第8表石製品一覧表
挿図No.屯物No. 占構 柑袖~ 石材 長さけm)I乱(mm)厚さ(mn) 申呂(g) 備考

13 
SI 枢穴仲匡 2 居製石包「未成品 緑色片岩 64 162 II l'lS 94 

剥活側柑柑側脚次ま上拉辺点か"",,,のみみの序に,, 卑みみは次次次稟向イ、次次凋曲は毎毎1乎乎分，乎，はn.''"愁.。自'、然か， 、血が残る

S2 枢穴仲匡 3 砥石 ,‘↓ ,,,~ がw「~ 右中 CS8) (49) (19) (22 13) 欠 T

s:1 枢穴仲匡10 石飯 サヌカイト 10 12 2 0 :34 

乱"仙’’’’'’ 衷曲は 1要切I箪似
S4 枢穴仲戸10 石簸 サヌカイト 21 16 4 0 83 
Sり 竪穴仲匡10 石鏃 サヌカイト 22 14 0 ＇ IJ 93 
SG 腎穴仲匡10 石鏃 サヌカイト :JI 20 3 I 67 
S7 腎穴仲匡10 石鏃？未成品 サヌカイト :J4 14 fj :107 

15 S8 
腎穴仲匡10 石鏃？未成品 サヌカイト 28 lり .) I 49 

S9 腎穴仲匡10 石雖 サヌカイト :J7 24 .) I 67 全体的に訓かい 次凋柊。
SIO 腎穴仲匡10 太芍'!I合刈石斧 玄武岩 1:J8 60 41 614 31 全体的に十分に招形されている。 fj部にfjこほれか。
SI I 腎穴仲匡10 砥石 炒岩 109 (79) 29 (:116 7:,) 

作苫紺担閾的,騎朱~,際、"仙的、ト即'辺却研はは"、叫ll披柑片糀序は9'「瞑陣'ので9'""、’'次小よ,,みは"'"潤介叫な,l.次分"翌・い,砂快,,,潤、『だ、、"紐繁左が,わ'り"湛'.、を紺、す~,,疇形屯右か府化刃,成訂血祁か"しな"'涸,。て暉ll、,.以,説芹H+'lい珈,和mる,._H''、,.幡, 切"、• ぶ,.' 作り血出私面さ'し'れ琺いて"9 
S12 腎穴仲匡10 砥石→扁平片f拓斧未成品？ レキ岩 112 6'.1 :,, 261 68 作
S13 腎穴仲匡10 石鉦 角閃石Jう）岩 5:J 42 I: 伯） (99 77) 欠 胆あり。
S14 腎穴住戸10 原石 玄武岩 245 197 4c 約4000； たと考えaれる、

S15 A 町~ 石紙 サヌカイト 22 lo 3 (IJ 90) 
S16 A 町~ 楔形石沿 サヌカイト lfi 2り り 2 77 
S17 A 町~ 剥片 サヌカイト 4:1 G2 8 18 62 
S18 A 町~ 扁平片刃石斧 緑色片岩 fj:J 41 (9) (:12 97) 
S19 A 町~ 扁平片刃石斧未成品？ 由色片岩 (42) :10 り (10 9G) 
S21l A 町~ 磨製石包J未成品 緑色片岩 52 (97) 12 (69 29) 

欠損。 岸岸裏敲盤盤打面とと痕は同同自あ質質然り。。面。剥剥がわ離離残ず上上るか秤秤に'3わ冊わI吉ずI胚ず緑かかかにに。I― { , 

。敲打・穿孔痕なし。

17 
S21 A 町~ 磨製石包J未成品 虫色片岩 55 (79) 7 C:14 14) 欠損。 敲打・研磨痕なし-
S22 A 町~ 磨製石包J未成品？ 虫色片岩 45 (84) ， (42 51) 欠損。 。敲打・研磨痕なし。
Sど3 A 町~ 人刀'I蛤刃石斧？ 緑色片岩 (5:J) (1:J) (11) C:B 8l) 欠損。
S2°I A 町~ 投弾 閃緑岩 16 10 '.16 8618 未謁枢。やや柏円形を□する。
S25 A 町~ 投弾 角閃石Jう）岩 56 51 11 161 52 未謁枢。詠形に近い。
Sど6 A 町~ 投弾？ 流紋岩 (10) 17 '.16 (7811) 麟欠 甜乎やや柏,,」"を'!する。S27 A 町~ 砥石 流紋岩 (56) 6:J 20 (106 2l) 後も使出。
S汲8 A店i 砥石 安山岩 138 111 和 18ど579 
S29 略穴住居11 石鋭？未成品 サヌカイト 25 1:J 3 1 22 
澤（） 略穴住居11 石鋭 サヌカイト (21) 18 I (1 30) 
S31 略穴住居11 砥石 '= 86 80 51 536 28 。下端面は平JB。

以｝ S認 略穴住居11 砥石 ~ 51 11 16 3ど18 く使い込まれている。
S33 略穴住居11 砥石 '= 171 11 31 336 06 作業面4面。火災による熱をえけ、欠i員して出 l:o
S妙l略穴住居11 合石 '= (251) (318) (109) （蓋くjHOOO)書欠 11,1討況に火災；9よる熱を，乏ける，
S35 略穴住居11 合石 =w=  ,13;) り""')"'' 71 約9り（）（）

加
S36 略穴住居J:J 石鏃？未成品 サヌカイト 26 認 6 ど92
S37 略穴住居1:J 謁窃剥片 サヌカイト 16 2:J 6 7 21 

切
S38 略穴住居11 砥石 111巳 .fa 7;1 51どIIり
S39 略穴住居11 合石 化概岩 凶訟 累3(i 111 顔く,157110 作業面は 6
Sill 略穴住居lb 石鏃 サヌカイト 26 lo :1 ]();) 周縁部のみ 柩。冥面は土妾剥咄面。
S11 竪穴住居lb 石鏃 サヌカイト 幻 20 ;J I 31 両辺のみ
S12 竪穴住居lb 石鏃？未成品 サヌカイト 泌） 20 1 :1 08 次凋唸は Iょ‘ 閑面。
S13 竪穴住居lb 楔形石活 サヌカイト 22 20 り ~77 上・下辺は 裁断面。
S44 竪穴住居lb 扁平片刃石斧未成品 黒色片岩 (30) 20 3 (3 71) 研磨工程。 されてし＼なし氾
S45 竪穴住居15 扁半片刃白斧太成品 百岩 40 19 4 6 48 厨I図工程。 仁は は太だ鋭利に形成されていない。
S46 竪穴住居15 扁半片刃白斧太成品 流紋岩 s:J 36 13 66 44 厨I図工程。周柑部は I血・刃部にuJlll':。刃部木形成。
S47 竪穴住居15 屈製白包丁 禄色片岩 9と 36 6 30 19 向血牙孔。刃部ム半 しい。刃部右半は刃部か鋭利。

認 S48 竪穴住居15 屈製白包丁

閃活活呉チ色ャ" 'l ' 

(45) (31) は） (4 03) 欠捐。 liJI閉・芽孔の る。
S49 竪穴住居15 叩白 161 58 46 741 51 ト端血に敲tJj艮。
S50 竪穴住居15 砥白 139 5;3 (22) (201 96) 欠担。作朱曲は大きく 4血。
S51 竪穴住居15 砥白？ 74 36 28 87 84 作呆血は 6血。一血は内湾する。
S52 竪穴住居15 砥白 96 :l8 29 196 31 作呆血は 6血て、いすれも半JUで、伊い込まれている。
S53 竪穴住居15 砥白 ホルンフェルス (97) (80) (54) (4:10 4U 欠担。作来血は 3血。剥離血は掠1良より祈しい。
S54 竪穴住居15 砥白？もしくは1丘［仁 閃録岩（細粒） (127) 96 5;1 (958 53) 仁材は砥仁として利用可能。人ぢ的な痕跡は認められない。
S55 竪穴住居15 似白 玄凪岩 (32-l) (263) 141 S!O・14と同門。 2血剥き阪られている。
S56 竪穴住居15 台白 -ィヒ岡『＇『中ぃ 258 2:30 95 （条勺8900)欠担。作来血は 2血。 1[17'ロ位は彼地を受ける。
S57 B群 剥片 サヌカイト 4:J 57 ， :n 24 周緑のみ次説整。
S58 B群 麿製白包丁未成品 レキ岩 59 157 14 143 97 周緑のみ 次説整。 i文・表血にO然血か残る。敲JJ・uJI屯l炉良なし。

33 S59 B群 磨白 灼閃白I分岩 (70) 76 65 (664 33) 欠損。作業曲は 2血か。
S60 B群 Iぶ白 録色片岩 181 138 31 1277 78 1大半は0然曲（円醗）か残る。一部に禁lj雌血かある。
S61 B群 Iぶ白 マ孔こ中． 124 108 83 1609 26 剛工恨なし。

36 S62 竪穴住居16 勾工 .,,,,,、 17 12 3 0 81 向曲午孔。孔の周縁は快れる。全血ともにりII庄民奸 光沢あり。
39 S63 竪穴住居18 歴製白包丁 蹄 I仁片岩 46 116 7 67 50 午孔は つ。曲］宜与仔L。})部使用によるl辛油が考Iい。

43 
S64 C群 白媒 サヌカイト 26 16 5 1 83 

周緑部のみ 次調整。 宍血佗はにエ。乱乱整笈刈部某某隣lj離は肛。鋭血利S65 C群 割片 サヌカイト 47 49 10 21 77 目的的渕片てはない。 I、i刀

49 
S66 竪穴住居24 歴製白包丁？木成品 黒色片岩 94 68 ， 84 46 岩盤L同門。表・岩阻］は研 に形成されていない。
S67 竪穴住居24 間白 ィヒ岡『＇『中u 262 187 107 約6300 作某血は 1曲て、やや出む。

52 S68 竪穴住圧26 勾下未成晶？ 録色片岩 91 54 16 95 54 c字形に謁整剥雄で整形。ム・宍血、複部に研磨。
0F0 ー S69 竪穴住圧29 白旗？未成品 サヌカイト 24 14 4 0 90 わすかに 次謁整。
S70 竪穴住圧29 剥片 I屯 H召h 17 17 り 112 鈷吊血あり。やや水和化。加工狼• 使用！良なし。

56 S71 段状選枯2 砥白 ,= 89 47 17 86 46 

冒作I楽比・血ト刃はは3初暉は次n潟＃。□闊`"、J令か'糾,休戎日・的化か/路にい、細。は,,抜部か刷なのW船次滅埠かや井。し

S72 住圧31・段札3楔形白器 サヌカイト 27 22 り 3 35 
61 S73 住圧31・段札3素材剥片 サヌカイト 27 44 6 7 98 。界血
S74 住圧31・段札3扁半片メ）白斧太成品 用色片岩 4,3 23 り 8 31 悶で整 ；は木形成。

69 
S75 段i＼）世枯5・6白針I サヌカイト (20) 27 り (1 40) 裁断血
S76 段i＼）世枯5・6ほ製伍包丁 録色片岩 38 (80) 7 (34 29) 4日向由］牙孔O)J良 い。

70 S77 段i＼）さ枯6 台白 ホルンフェルス 245 274 80 約11100 Iう

71 
S78 段i＼）さ枯7 太型蛤刃伍斧太成品？ 玩岩 172 98 53 153:3 71 るて，右・ト辺を大まかに調整禁lj離。
S79 段i＼）さ枯7 叩白 閃録岩 102 99 86 415 52 

72 S80 段状屯枯8 台白 閃緑岩 227 304 81 約10500 欠四
76 S81 土堀1 楔形白器 サヌカイト 28 19 6 415 ト・ト辺は― ／，・右端は裁断血。
S82 土堀2 白歎 用曜白 (18) (11) 3 CO 43) 欠損。 な押 やや7' 化している。

77 S83 土堀2 円盤 流紋岩 43 42 13 32 54 l卜円形 する 的f ではない。
S84 土堀2 台伍 砂岩 441 206 96 約11500 '" 

。 半ヽI る。喫穴住居10からの混入か。
S85 土堀3 伍歎 サヌカイト 泌 18 3 2 08 周緑のみ

80 S86 土堀3 扁半片f)伍斧？ サヌカイト (26) 21 4 (2 54) 欠捐。 1山j ゴ凶こ611序を施し、メ）部を形成か。
S87 土堀3 太型蛤f)伍斧未成品 玄武岩 160 88 48 979 55 敲打上 割離。右辺は敲打狼か。

81 
S88 土堀1・5 伍鏃 サヌカイト 21 16 3 1 03 周緑の
S89 土堀1・5 伍針i サヌカイト (;33) 16 4 (2 65) 欠捐。 Aこ因臨

82 S90 土堀7 伍鏃 サヌカイト 18 16 2 0 45 周緑部 干芳焚ii絣面
S91 北谷部包合呂 磨製伍包丁 緑色片岩 ;35 (73) 6 25 64 欠損oI」 てし＼ふ

86 S92 北谷部包合笞 磨製白包丁未成品 緑色片岩 61 121 14 (119 41) 欠損oM 立『,-c"●乍炉.,,,., 敲打痘なし。

S93 北谷部包合笞 砥白 ホルンフェルス 85 (62) 41 (247 84) 欠損。作 I llll, 
S94 屯柑に伴わない 白鏃 サヌカイト 20 18 3 113 細かし＼ 整。
S95 屯柑に伴わない 白鏃？未成品 サヌカイト 晶 22 7 3 38 行辺の 整餃 '。

87 
S96 屯柑に伴わない 扁半片刈白斧 緑色片岩 77 58 15 (58 69) 欠損oI山j は二 ト端のみ研磨し、メ）部を形成。
S97 屯柑に伴わない 太型蛤刈白斧未成品？ マア廿テ 174 106 72 1628 33 成形のた 周緑 再血は0然血か残る。
S98 屯梢に伴わない 磨製白包丁未I衣品 緑色片岩 LlO 6り 10 128 89 牙孔上程。妍磨は土 ］に丁寧に施されている。 2か西に初孔i艮。
899 選術に伴わない 磨製白包丁未I衣品 緑色片岩 151 63 20 202 40 渕離上程。周緑部を中心に細かい淵整焚lj離。敲打・研磨痕なし。

※（力‘ノコ）内の叶測倍は残存している長さを不す。

87 



第9表金属製品一覧表
抽図 遠物 逍横名 器種No. No. 
2:3 Ml 竪穴仕居11 純

32 
M2 竪穴住居15 鎌？
M:J 竪穴住居15 堅

33 M4 B群 不明
M5 昭穴住圧19 刀了
41 M6 竪穴仕居19 棒状上具

M7 竪穴住居19 不附

4け
M8 C群 錐
M9 C群 刀子？
61 MlO 詔穴住居:n,段状追情3 斧
86 Mll 北谷部包含層 イヽ明
87 Ml2 遺構に伴わない 斧
Ml:i 墨 5 棺金具
Ml4 品 5 棺金貝
M15 墓5 棺令具

M16 蛤 5 棺金具

99 Ml7 埠 5 棺金具

1¥118 慕 5 .煙...管....（.雁...首...）.. 
坪管（吸n)

Ml9 塾10 棺釦
M20 益10 棺釘
M21 追構に伴わない 釘
100 M22 遺構に伴わない イヽ明
M23 遺構にイ半わない 寛永逍賽

第10表土製品一覧表

ぞ冑'I遺虚名
旦~" • ~ ヽ9

>
届種

第11表小玉一覧表
挿図No. 逍物No. 逍構 此径(mm)

32 Gl 竪穴住屈16 (2 6) 
G2 摯 5 5.4 
G3 丞 5 ,) 0 

99 Wl 幕 5 う()

W2 墓 5 J 7 
W3 届 5 63 

叶測｛直(rnm)
平置(g) 材質

最大長最大輻最大厚

Gl5 0) 12 8 1.7 (2 04) 切、
(35 0) (30 4) 12.7 (12 48) 鉄
3:l 0 15 0 4.0 7 68 鉄
(22 1) (30 3) 10.0 (9 78) 鉄
(15 7) 17.3 7.8 (6,2°1) 鉄
52 9 94 7.5 4 49 欽
(26 0) 21 0 10 0 (7 44) 鉄
33 0 60 5.0 I 48 欽
41 2 14 6 5.9 7 52 鉄
34,0 :Jl.0 7.0 21.04 鉄
(28 0) 50 5.0 (2 44) 欽
86 :l 21'.l 81 11 97 鉄
48 0 1:30 8.0 8 71 以
(39 OJ 13 0 2 0 (4 36) 鉄
4 72 20 0 20.0 4 66 鉄
(18 0) 10 0 2.0 (2 39) 鉄
•1.10 18.0 2.5 7.55 鉄

---(--7-,-l --0--) -- 10 0 ------(-6 ---6--6-) ---青---銅----
(74 0) 90 rn s:,l 吉銅
(25 0) 40 40 (1 32) 欽
(3 0) 60 5 0 (4 26) 鉄
34 6 8 2 7.0 2.22 鉄
(36 0) 12 0 ;i 0 (6 10) 玖
23 4 1 3 2 50 銅

色謁

厚(mm) 孔径(mm) 孟量(g) 材質
3 6 2 0 (0.02) ガラス
40 1 7 0.20 ガラス
3 3 1 3 0.14 ガラス
21 0 7 0 01 埋もれ木
2 2 0 7 0.02 埋もれ木
2 3 0 7 0 03 埋もれ木

時期

弥生時代後期切碩
弥生恥代後期月lj半

弥牛時代後期廿r」'I'
弥生時代後期？
弥牛時代後期中呆

弥生時代後期中葉

弥生時代後期中祟
弥生時代後期'?
弥生時代後期？
弥牛時代後期甘I」よ

弥止時代後期以降？

弥生時代後期？
近出
jli:[_Ll 

近出
近世

近川

-1-8--世---紀----後---'-I-'--------------
18世紀後半
近田
近世
中出以降？

中世以降？
近[_ll

胎土 I燒成

色凋

備考

鋳造晶を転用。施溝痕•ハリ状ありC
坊迄品か。
刃先・某部欠捐。

基尻か。

鋳造吊を出力U丁。細かく破損。
巻き込みによる沿あり。

鋳造品を出加工。
木質付着。

木質付若。
木質付百。
木質付着。

..竹...似...吸...管....o..,.l.4.g .. ······•···•···•··· 
竹製吸管027;:; 

時期 備考

甕片転用、未成品

甕片転用、未成品
型取り

時期 備考
ターコイズブルー5B6/8弥生時代後期月rJ東 欠担
オリープ5Y6/6 18C後半 数珠玉

止成り色10YR9/l 18C後半 放珠十

黒褐色10YR2/2 18C後半 数珠玉

黒褐色10YR2/2 18C後T 数珠 I、
黒褐色10YR2/2 18C後半 数珠玉

※（カッコ）内の叶測（直は残存している値を／」、す。

第12表新旧遺構名称対照表
竪穴住居

新遺構名 旧還構名
堅穴住居 1 No.51住居
堅穴仕居 2 No.39仕居
緊ぺ住居：｝ No.fl2住居
竪穴仕居 4 No. 詔什居
竪穴住居 5 No.50住居
竪穴仕居 6 No.49什居
竪穴仕居 7 No.48仕居
略ぺ住圧 8
竪穴仕居 9
竪穴住居10 No.80・34・40住居
竪穴仕居11 No.69什居
竪穴住屈12 No.76住居
堅ぺ住居13 No.61·64• 77住居
竪穴仕居14 No.66仕居
竪穴住/615 No.60住居
竪穴住居16 No.22件居
翌穴住后17 No.18住居
堅穴住居18 No.14什居
竪穴仕居19 No. 9仕居
堅穴住店20 No.SO住居
竪穴住居21 No.88仕居
竪穴住居22 No.83住居
竪穴什居23 No.81什居
竪穴仕屈24 No.79仕居
弊穴住店25 No.59住居
竪穴仕居26 No.7ii住居

新遥構名

駆穴住居27
竪穴仕居28
竪穴住居29
竪穴什居:io
翌穴住居：31 
竪穴什居32
翌穴仕国33
昭穴住居31
竪穴什居:35
A群
B群
C群

文

豆状逍描2
段状遺構3
段状遺描4
段状遥構5
段状遺構6
段状遺描 7
段状造構8
段状消描9
段状遺構10

旧遥栂名

No.86住居
No.68住居
No.6fi住居
No.25住居
No.27住居
No46it居
No.54住居
Noぷ8住届
No.96什居
B住居群
C{t居群
A住居群

88 

土濃 塞
新消構名 口i吾 新遺栂名 1B遠構名
I煽 1 No.16上塙 星 1 No.23墓
土煽 2 No.35土堀 晶 2 No.43益
十煽：｝ No.12十塙 慕 3 No.17槃
土堀4 No.47土堀 墨 4 No. 5墨
十煽 5 No.44十協 屋 5 No. 4屋
上堀 6 No.91上堀 墓6 No. 6墓
土枷 7 No.92土J簸 晶 7 No. 3益
十欺 8 No.62十塙 繰 8 No.20捧
土堀 9 No.6:l土堀 墨 9 No.11墨
十煽1() No.67十燐 埠10 No.12簗
上娯11 No.fi7上堀 整11 No.13墜
土堀12 No.41土塙 丞12 No.24塁
上城1砂 No.15..l塙
土煽14 No.90土壊
十煽15 No.70十塙
上堀16 No.72上堀
+城17 No.73十塙
上城18 No.93..l塙
土城19 No.74土壊
十踪20 No.89十塙
土堀21 No.84土堀



図版 1

調査地遠景（北から）

2 調査区空撮（北東から）



図版2

調査区中央部全景（東から）

2 調査区東側全景（北から）



図版3

1 竪穴住居10(A群）床面検出状況（北西から）

2 A群（竪穴住居 1-10)完掘状況（北西から）



図版4

B群（竪穴住居11-15)完掘状況（南西から）

2 竪穴住居11東半炭化材等検出状況（東から） 3 竪穴住居11床面炭化穀物種子出土状況
（南東から）



図版5

1 竪穴住居12• 13完掘状況（南東から）

2 竪穴住居14• 15完掘状況（西から）



図版6

C群（竪穴住居16-19)完掘状況（北から）

2 竪穴住居18中央穴•間仕切り溝（北東から） 3 竪穴住居19完掘状況（東から）

4 竪穴住居19中央穴断面（南西から） 5 竪穴住居19内土壊（東から）



図版7

1 D群（竪穴住居20-25)全景（南西から）

2 E 群（竪穴住居30-33、段状遺構 3• 4)全景（西から）



図版8

1 竪穴住居31完掘状況
（北東から）

2 竪穴住居32完掘状況
（北西から）

3 F群（竪穴住居34、
段状遺構5-8) 
全景
（北西から）



1 土壊 1
（北西から）

2 土城 2~5

（西から）

3 土壊 4• 5 
（東から）

図版9



図版10

1号墳主体部（北西から）

2 1号墳主体部（南西から） 3 1号墳主体部礫床（南西から）



図版11

1 墓 1(北から） 2 墓 1遺物出土状況（南から）

3 墓 2 (北東から） 4 墓3 (北から）

5 墓 4• 5 (北東から） 6 墓5遺物出土状況（北東から）

7 墓 6• 7 (西から） 8 墓 8-11 (南西から）



図版12

（内面） 29 （外面）

28 

--~~,..,..-し．—-

42 2 弥生土器 (29)に塗布
された黒漆様樹脂（約 8倍）

1 A群（竪穴住居 1-10)出土土器

51 

68 

52 

81 85 86 69 

3 竪穴住居11出土土器



図版13

92 

116 
108 

竪穴住居13出土土器 2 竪穴住居14出土土器

117 
118 

142 
119 

176 

163 

164 184 

3 竪穴住居15出土土器



図版14

竪穴住居18出土土器

257 

258 
256 

264 

264 
スタンプ文

289 

277 290 

2 C群（竪穴住居16-19)出土土器



図版15

347 

1 竪穴住居30出土土器

370 

3 弥生土器の壺(370)底部内
面に付着した黒漆様樹脂 2 竪穴住居31出土土器

426 
C 1 

C2 
431 

429 

4 土壊2出土土器 5 弥生時代の土製品



図版16

S4 S40 S15 S41 S88 S5 S64 

S75 
S6 S85 S89 S81 S86 

サヌカイト製石器

S82 S70 

2 黒曜石製石器 3 サヌカイト剥片（竪穴住居10)

S10 

S87 
S97 

4 太型蛤刃石斧の未・完成品



図版17
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S45 S46 

扁平片刃石斧の未・完成品

S96 

S47 

S98 
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S63 

S58 
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2 磨製石包丁の未・完成品



図版18

S22 

S31 

S13 S25 

S51 

璽；

S50 

•• 

＇ 

,j
 

4

几．

『

i

'[3:i S33 

砥石

S71 

竪穴住居10

2 その他の石製品

段状遺構2

3 モモ種子

M5 

M2 
M4 

M3 
M1 

M7 一M9 MS M10 

4 弥生時代の鉄器

M6 

M11 M12 



図版19

501 

500 

1号墳出土土器

503 502 

2 墓 1・2出土土器

彊這9

M14 M17 
M13 

513 (_) 1.->, 』 Yli

C4 
・ヽ.P . ., 
G2 G3 

直~~~---~スー ~ 逼 ． 
M18 W1 W2 W3 

3 墓 5• 8• 9出土遺物

515 

M21 M23 
519 

517 

4 古代以降の遺物



図版20

試料 1 ダイズ

．
 
’ 側面

試料2 ダイズ 炭化したダイズ

腹血 側面

試料3 アズキ

伽
B'¥l(ll] 

試料7 イネ

竪穴住居11出土の炭化穀物種子

試料4 アズキ

試料5 アズキ 試料6 アズキ

第13表 樋ヶ鼻遺跡の炭化穀物種子計測表

試料
種類

計測値(mm)
備考

No. 長さ 輻 厚さ

1 ダイズ (7.1) (7.6) (6.8) ヘソ剥離

2 ダイズ (7.9) (6.9) (5.5) ヘ‘ノ剥離

3 アズキ 5.3 3.5 3.7 ヘソ剥離、初生葉確認

4 アズキ 6.8 4.4 3.8 ヘソ剥離

5 アズキ 6.3 4.1 4.1 ヘソ剥離

6 アズキ 6.3 38 4.4 籾生業確認

7 イネ 4.7 2.8 1. 7 

※（力‘ノコ）内の数値は、被熱によって大きく変形した現存値を示す。
また、いずれの計測伯も原形の大きさを表すものではない。
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